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[ • ↓［京公；... ~,, 襄会】

!I JI HIii I I I 711'1 ,1,,;, 文化会rr,
10/1 I a I I I 711'1 IIJt谷公会党

10月2日 Il,・J 711',=lllt谷公会党

10月6日（火） 711!/=/'/'i:<1―•金会館

IO月 8 日(~、) 711!/=/'i'i'年金会館

10月11日 (II)7時=lilt谷公会咲

10月14日 （水l7時=rl比谷公会党

10月15日 (,t.:〕7時=nit谷公会党

【東京公演：協奏曲の夕J

曲目 1

曲目 2

曲目 2

曲目 3

曲目 4

曲目• -um=l~n新1:11社 ・ ，品必新Jlil!上

曲目 6 マネージメント＝新芸術家協会

曲目 6 協力＝本11111'!某.<i/1-1'/: 応;,務所・ n本対外文化協会 !ADC駈）

9月15日 〔火〕 7時＝東点文化会餡 協奏曲 主111:-組n新1111社・本1り1陳業 ・新芸術家協会

指揮＝ルドルフ ・バルシャイ f,'•;J,. 楽=NHK交愕楽!JI

9月18日〔金）7時＝東,;,文化会館 協奏曲 主fit=読必浙1111社／協力＝石）ぼ楽・J<務所 ・日本対外文化協会

指揮＝ルドルフ ・バルシャイ 竹弦楽＝，ぷ;rn本交門楽団

9月7日 〔月） 6時30分＝横浜・神奈川県ヽ t音楽堂 曲目 1 主催＝神奈川県立音楽党 ・iun新間社 ・読売新IUI社

マネージメソト＝新芸術家協会

9月12日 〔士〕 6 時30分＝新潟 • 新砧県民会飢 曲目 3 主他＝新沿県民会館 ・毎n新聞社 ・読売新聞社

9月20日 (□)6時30分＝岡山・ 1;;,111」,Ii民会館 曲目 2 主催=RSK山協放送

9月22日 （火） 6時30分＝広島 ・広島iii公会党 曲目 1 主催=RCC巾国放送

9月24日 〔木） 6時30分＝福岡・ 福1;;.l,li民会館 曲目 1 主催＝毎日新聞社 ・院売新聞社

後扱=RKB紺日放送 ・FBS福岡放送

協t1=福岡音楽文化協会

9月27日 （日） 6時30分＝京都 ・京郡会館 曲目 2 主催＝京都市 ・京都コンサート協会 ・1il日新IUI社 ・読売新聞社

9月28日（月） 6時30分＝名古屋・ 笈知県文化会館 曲目 4 主llll=CBC中部n本放送

10月4日 〔日〕 6 時沃粉~＝浜松 • 浜松市民会館 曲目 4 Hli=II本楽盛 • l兵松市 ・ 1il 日新llll 社 ・ 読売新聞社

招刺=1じII匁illll社 ・読売新聞社lマネージメソト＝新芸術家協会
協）,-~ ヽ1::1典Vi.,;J)Tl'交,r,務所・日本対外文化協会 (AllC顧）

SVIATOSLAV RICHTER : CONCERT SCHEDULE IN JAPAN-1970 

SEPTEMBER 

MON 7 6 30p. m. YOKOHAMA Kanagawa Kenritsu Ongakudo PROGRAM 1 

THUR 10 7. OOp. m TOKYO Tokyo Bunka Kaikan PROGRAM 1 

SAT 12 6: 30p m. NIGATA Nigata Kemmin Kaikan PROGRAM 3 

TUES. 15 7・OOp. m. TOKYO Tokyo Bunka Kaikan CONCERTO 

FRI 18 7. OOp.m. TOKYO Tokyo Bunka Kaikan CONCERTO 

SUN. 20 6: 30p.m OKAYAMA Okayama Shimin Kaikan PROGRAM 2 

TUES 22 6: 30p. m HIROSHIMA Hiroshima-shi Kokaido PROGRAM 1 

THUR. 24 6: 30 p. m FUKUOKA Fukuoka Shimin Kaikan PROGRAM I 

SUN 27 6: 30p.m KYOTO Kyoto Kaikan PROGRAM 2 

MON. 28 6: 30p. m. NAGOYA Aichi-ken Bunka Kaikan PROGRAM 4 

OCTOBER 

THUR 1 7: OOp. m. TOKYO Hibiya Kokaido PROGRAM 2 

FRI 2 7.00pm TOKYO Hibiya Kokaido PROGRAM 2 

SUN. • 6. 30p. m HAMAMATSU Hamamatsu Shimin Kaikan PROGRAM 4 

TUES. 6 7 OOp. m TOKYO Kosei Nenk in Kaikan PROGRAM 3 

THUR. 8 7: OOp.m TOKYO Kosei Nenk in kaikan PROGRAM 4 

SUN 11 7・OOp. m TOKYO Hibiya Kokaido PROGRAM 5 

WED. 14 7. OOp. m. TOKYO Hibiya Kokaido PROGRAM 6 

THUR. 15 7: OOp. m. TOKYO Hibiya Kokaido PROGRAM 6 

P『e●●nted by MAINICHI SHIMBUN & THE YOMIURI SHIMBUN / Conmt mooogemeat, NEW ARTISTS ASSOCIATION 

Coope,o,o<I by H~ 叩~'呵o T,odiog co., l,h;; M"k P,-,ioo & Jopoo G,i,,, ● I Auocio,io, wi,h f~oigo Co""'" 



スピ ＼，トスラノ ・リヒ テル

1915年3月20Aウクライナのジトミルに生まれ

た。父親のテオフィルはウィーンで教了rをうけたオ
ルガン突打であり ，ー＊はオデッサに移った。父は

オデッサ音楽枕で教樅をとり，息子に音交の手ほど

きをした。 リヒテルは児欲音楽学校にはいったがす

ぐやめてしまい， ドイツ，晶学校へ通った。しかしビ

アノに熟小し，独）］でl笙得していった。 15波の峙，

オデッサのオペラ雌JI,¥のビアニストとなり ，歌手の

伴炎をつとめるうちにオペラに判味をもち，交愕楽

についても勉強，n-,11,r,や指f•li 行になることを歩み

る一Ji,llll陳的なビアノ/,ii炎にもとり くんだ。オデ

ッリの船ll仝餡の吝楽サークルにも/JUわり ，1934年

シ,,,,、ノ ・プロで初めてのリサイクルをそこで開い

た。そして人好評をlt'iし．本格的に勉強するように

という1リ,,;・を受けた。

19:rl年， リヒテルはビアニストになろうと決心

し，モスクリに行さ，11名なゲンリフ ・ネイガウ ス

教授に/Ji炎を,,,いてもらった。そしてモスクワ国立

音交餃への人学を許されその教室へはいった。

1900年4月，芹冴猜むの小ホールでプロコフィエフ

のソナク第6if, をひいてモスクワでデビュー，「師

やかしい名M炎，,1の列に加わる新しいヒーローの出

現」と評された。

1942年夏，戦ll!i下のモスクワ1こ，スビヤトスラ

フ・リヒテルの蚊初のボスクーが貼られた。戦線は

モスクワのすぐ近くまで追っていたがリヒテルはリ

サイクルを開いた。そして鵞汎的なテンポで祐動を

殷開していった。抜r.,の記憶力によって，ひとつの
コンサート ・シーズン中にJOから15の新しいプログ

ラムをひっさげて分楊していった。ソ述拉邸の吝楽

教帥の一人，ネ イガウス教授は「率直にいって晋通

に使われている寇抹での"教える”ことはもはや何

もなかった。彼に対してはいつもJJ}J;,者の立場を守

っていたにすぎない」とのちにのべたが，リヒテル

は児流行楽学校，音楽院，そして拙奏会場という普

通のコースを打ちこわし ， 19•7年侵秀な成ぷ'lで音楽

眈を卒叉した。

リヒテルのレバートリーは，,<.,,ヽ，モーツァル

ト，ベー I・ーヴェソ，、ン,-ペルト，シ gパン，プ

ラームス，リス I・ ,サソ＝サーソス，ドビュッシー，

ラヴェル，チャイコフスキー，ムソルグスキー，ラ

フマニノフ，スクリャービソ，ミヤスコフスキー，

プロコフィエフ，ショスクコーヴィチ等々へと広が

っていった。

1945年リヒテルは全ソ迪ピアニスト ・コンクール

で優勝，1950年には1；；奏活動の分野における優れた

業績によって国家宜第一等を受けた。

この年から外国へ演奏旅行に出るように なり，

1954年の「プラハの春」音渫済］では「現代のリ ス

ト」と激臼され，中困も訪れた。ただ西欧へは出な

かったため，その名戸は伝説的に伝えられるのみで

あったが，フィソランドを皮切りに西欧各国を次々

に訪れ，「伝説はついに現実となった」と行く先々

で絶れの嵐をまきおこした。

1960年には米lkiを初訪1111,1962年以後，フラン

ス，オーストリア，イクリア，英I司その他全世界36

カ l•l以上でしばしば浪奏し ， そのたびに大歓迎を受

けている。そしてリヒテルは「ソ述邦人民芸術家」

の称号と レーニン勲店を授けられた。

リヒテルの芸術にはアントンおよびニコライ ・ル

ビンシテイソ，ラフマニノフ，イ グムノフ等のロシ

アの低大なビアニストたもの，も？ともすぐれた伝

統が生きている。大きい感動性，作品の構想の深い

つかみ方，すばらしい様式感，それらに技巧を従屈

させているところにその特徴がある。そしてほとば

しるようなファソクジーと同時に鋭敏な知性を．厳

格な浪突規律と同時にi'lrhな鮒釈を，討的形集力と

同時に折学的な深さを，もっともPR:¥!.!的な形で兼ね

そなえている。極めて繊細な公術家の魂と，たくま

しく洗錬された精神が，みごとに関和のとれた個性

の中に融合されているのである。ミラノのスカラ庄

での浪奏では「すでに多くの人がプラームスの協奏

曲第2'll'iを聴いてきたが．この協奏曲を"見た”も

のはだれもいない。ところがリヒテルでは音が"見

える”のである……」と評されたが，その音が明快，

正罪で輝やかしいものであるだけでなく ，まれに見

るほど生き生きとしたイソスピレーシ• ンにみちた

形象的なものであり．それは聴く者の心にその形依

,,;, "視覚的”にえがきII¥させるのである。

リヒテルは常に且界の三—J·ヵPl以上から／｛｛けを受

けており，咋年末からも 3カ月にわたる北米演奏旅

行をおこない，その後もイクリア，フラソス等とモ

スクワのn宅にくつろぐひまもない程で， 2-3日お
きにステージに出てピアノの前にすわっているとい

われている。そうした中でも，例えば自ら会楊を

さがして，フラソスのツール市の夏の音楽祭を創

骰，本年6月25□からの同音楽祭にはミケラソジェ
リ．シュワルッコ ップ，ワルシャワ ・フィル守内オ

ーケストラ等を選んで開き，並行してアルルの音楽

祭にも出葎するというM力ぶりである。今同の初来

rlに当っては，航空機を好まないため．各地で旗奏

全をl)i]きながら列車でシペリアを横断．船で到沿し

た。

SVIATOSLAV RICHTER 

Richter's family members were all musicians. 

A man of Polish origin and of German extrac-

tion, Richter's father, on graduation of a music 

academy in Vienna, immigrated into the Soviet 

Union and settled in a small town in Ukraine, 

where he began to give piano and organ lessons 

His mother was once one of his father's 

disciples. rt was when his father was 42 that 

his only son Sviatoslav Tecflilovich was born 

to him on March 20, 1915. 

The Richters moved to Odessa the next year. 

Up to that time the parents had never taught 

music to their sen. ln Odessa they only let 

him attend a German language school. lncredi-

ble as it may sound, Richter is an independent, 

self-taught musician 

At 16 Richter served the Odessa Opera 

Theatre as an accompanist and at 18 he became 

a conductor of the same. Later he moved to 

Moscow. At 22 he got admission to Moscow 

Conservatory and was enrolled in the G. Neigaus 

class. It is said that Richter, who had dreamt 

of becoming a conductor of a composer, was 

made to swing to the course of a pianist under 

the guidance of Neigaus. Richter became per-

sonally acquainted with Gilels and Rostropovich 

He also became one of the close friends of 

Prokofiev. 

In was Neigaus who introduced Richter to 

Rrokofiev. This chance arrived when Neigaus 

asked Prokofiev to leave the premiere per-

formance of Prokofiev's Sonata No. 6 to his 

young desciple Richter. Friendship between 

Richter and Prokofiev, which began in 1940 

when they made great success in the premiere 

performance, lasted till 1953 when the composer 

died from a disease. Because of this friend-

ship, Richter 011ee conducted Prokofiev's" Sym-

phonic concerto for cello and orchestra" at the 

time of its premiere performance in 1952 with 

the Soviet Union's top-ranking cellist Rost-

ropovich playing the cello. 

Richter took part in the All Soviet Union 

Piano Competition in 1945, having won the 

first prize, and in 1950 the First Rank of the 

National Prize was bestowed upon him for his 

remarkable achievment in the concert activities. 

Furthermore, in recognition of his great con-

tribution to the developement of the art in the 

Soviet Union, he was awarded the honourable 

title of People's Artist of the U. S. S. R. as 

well as the Lenin Decoration. 

Richter has been touring abroad since 1950, 

having caused a sensation wherever he played, 

and the visit of this greatest pianist existing 

is most eagerly awaited in all over the world. 
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,,'" ,.,: ルシ ャf

I,;,¥ 

重兵団はil名なヴァイオリソ,/,,Y,シトコベッキーの死によ Tcheitlin while he had been attending the viola class 

って,tIJIIII用で終ったが，そのl::J, ソ述のみならず外旧IC unde, Pm<. Bodssovsky since 1945, and at last, 

おいてもホー級のrソサンプルとして名,,.を得た。バルシ devoted himself to complete the ,epe,toirn of viola 

ャイはその後もレ,1・ニード ・,-JIソ，ムスチスラフ , o Afte, grndualion from the Moscow Consemto"e 

ストロぶーヴ<1, ,.., トリ ・シaスクコーヴィチ， レフ in t948, he had been active a, a viola soloist. In 

• オポーリソ， スビヤトスラフ ・クスシェヴィツキー， t949, won the highest honou, pme al the lnterna-

K. t- イガウゾム• T. ニJ ラエフその他の多くの苫名な音 tional Mus;, Competitions held at the International 

交家とともに.,,11,tの砧於で話蹟した。特に196()年の（プ Festival fo, Youth and Students in Budapest 

ラハの(i)fi烹れでは，コーガン，ロストロボーヴィチと In 1960 he achieved the most splend;d prnise fo, 

の放予ふr淡およびヴィオラのソロで大成功を収めた。ま his st,ing tdo pedo,mance logethe, wilh Lcon;d 

たダヴィッド ・1・イストラフおよびモスクワ室内オーケス Kogan and Mstislav Rost<opovich at the Prngue's 

トノ 1-1邸 iしたモーツァルト「協炎交響曲」その他のヴィ Sp『ingFestival, at which Festival he was also gmtly 

オラ ・ソリストとしての試奏とそのレコードは，名油とし applauded fo, his viola solo conm t. 

て，はい，,ffjlを得ている。 On the one hand, Bmhai was the conduclo, of the 

その一）），すでにモスクワ百楽灰のオーケストラの指揮 Q,chestrn of the Moscow Consmato, 『e. In 1955, he 

名であったバルシャイは,1955年にモスクワ室内オーケス o,gani,ed the Moscow Cham be, Q,chest,a, to which he 

トラを組織し．そのバ楽家．教打名．、組織名としての一切 devoted himself wilh all of his ability a, a musician, 

のi紀））をII'ぎこんだ。彼は室内烹話動の経験を生かすとと pedagogue and o,gan,m 

もにVニングラード音楽戻のムシーン教授の指打と助コを Making the most of his expedences acqu;,ed from 

得て指揮法をマスターし．多くの友人の協力を得て，この his activit;e, a, a ehambc, mus;, playe, as well a, 

オーケストラを＂成していった。そして 10年たたないうち ,ece;v;ag the inst,uct;on and advice uade, P,of. 

1!121年'I.れ.14寂から音楽の勉強をはじめ.7年胡脊楽

・n,,,, 年で卒業。モスクワl'f楽佐付屈音楽学校に入学．
ゾェトリ ン教授のヴァイオリソのクラスに人った。 1943年

叫Xのときモスクワlr楽院に入学。ひさつづきツェトリ｀／
教授につくープi,19•15年からはボリソフスキー教授のヴ ィ

オラのクラスでも学んだが1946年からはヴィオラに専念

し,1948年に卒某した。

バルシャイはモスクワ在染広を卒菜後．ヴィオラのソリ

ストとして柄動し ， 1~19年のプダベストにおける世界 i1年

学'Lフェスティバルの国際音交コソクールで蚊ぶ名誉汎を：

受けた。また行楽院の学生であった頃から．弦楽四重奏IC

探し、JIii味をもち．モスクワ国立音楽院弦楽四煎湊I北のち

のモスク ワ・フィルハーモニア弦楽四頂奏団（後年のポロ

ディン弦楽四重兵fJI)のメンバーとなった。さらに1952年

からはチャ イコ ノスヤー弦来四韮共団に加わった。この四

に， lit界屈指の室内オーケス トラとしての名,.を得るに至

ったのは，バルシャイのが抜した指導力と実力によるもの

といえよう。

1966年には1,りオーケストラを率いて来a,卓抜な指ぶ
ヵ，店い音楽性，構成の把渥）Jの確かさにより ，名指揮者

として絶代された。リヒテルの森いい頓を得ており，今血

の〖協英曲の夕）のために特に再来日した。

RUDOU'BAUSHAI 

Born In 1924. Bacsha; attended the ,;oJ;n class 

undo, Prnf. TcheHJ;n at the school of musk attached 

to the Moscow Consemtofre. At the age of 19, ;n 

1943, he enteced the Moscow Consemtofre, whm 

ho fuctho, eultu,ed b;, study of v;oHn und● , Prnf 

Mu,in, Ba,shai completed the study of conducting 

aod did his utmost to b<ing up the O,ehesfra. It is 

owing to nothing but Bmhai', ≪makable leadmhip 

and his efficiency that the Moscow Chambe< 0,ehest<a 

ha, been ,equted a, ooe of the most eminent, chambe< 

mhestras in the wodd though less than ten yea,, 

has passed since its foundation. 

In Ap<il 1966, Dmhai aod his Moscow Chambe< 

O,ehest<a held in Moscow the commemmtion eonml 

with Sviatoslav Richte, a, a soloist in celeb,ation of 

the O<ehest,a's tenth annivma,y, In the ,ame 

yea『 hevisited Japan with his O,che,t,a, and hi, 

pment visit is specially made fo, the O,chest<al 

conce<ls ol Sviatoslav Riehle<, by whom Ba"hai is 

n.,ply ennfided in, 

．．
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PROGRAM I 

シューペルト S,hube,t 

ソナタ ハ短調遺作 Sonata in c minor, Op. post. 

Allegrn 

Adag;o 

Meouetto, Alleg『O

Allegrn 

パルトーク Ba,tok 

15のハソガリー股民歌 15 Hungarian Peasant Songs 

シマノフスキ Szymanaw,k, 

三つの詩曲「仮面劇」より From three poems, " Masques" Op. 34 

I. シェエラザード Sh仙erazade 2. 道化師タン トリス Tantris, the buffoon 

プロコフィエ7 P,okoflev 

ソナク第 7番変口長贔り作品83 Sonata No.7 in B flat major, Op. 83 

Atlegrn inqui,to 

Andante calo『O訳

Pmipitato 

9月7日：横浜 100, 東京 22日：広島 240, lil岡
S.p,ombo, 7,h, Yotohomo 1 O,h, Tokyo 22紅I, H.,o,hlmo 2'oh, F,k,oko 

PROGRAM 2 

ペートーヴェン Beethoven 

創作主題による 6つの変奏曲 へ長調作品 34

6 Variations on an original theme in F major, Op. 34 

創作主題による 6つの変突曲 二長調作品 76

6 Variations on an original theme in D major, Op. 76 

15の変奏曲とフーガ変ホ長調作品 35 (エロイカ変奏曲）

15 Variations with a Fugue in E flat major, Op. 35 (Eroica Variations) 

ディアペルリ変奏曲ハ長調作品 120

33 Variations in C major on a Waltz by Diabelli, Op. 120 

9月20n,岡山町□,京都 10月In,東京 2□'東京
S,p,omb<, 20,h, Okoyomo 27'h, Kyo<o Ck• 必,,.,, Tokyo 2叫 Tokyo

11 
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PROGRAM 3 

シューマン S,humann 

交響的錬習曲 作品 13 Symphonic Eludes, Op. 13 

ムソルグスキー Mrno,g,ky 

組曲「展f'i.会の絵」 Pictures at an Exhibition 

I. プロムナート' p『omenode- こびと The goome 

2. プロムナード Prnmeoode- 古い城 Theold c,stle 

3. プロムナー F P,ome四 de-チュイルリーの庭。遊んだあとの子供のけんか Tullle<les, Chlld,en qumellng afte, play 

4・プイドロ。ポーランドの牛車 Bydlo. Polish Wogoo 

5. プロムナード Prnmenode-卵のからをつけたひなの踊り Ballet of the unhotched chickens 

6. サミュエル・ゴールデンペルクとシュミュイレ（金持ちのユダヤ人と共しいユダヤ人） Samuel Goldenbe,g and Schmuyle 

7. プロムナード P,omenode一リモージュの市'l-1(1Jい争う女たち） The mo,ket place at Limoges 

8. カタコソプ（ローマ時代の蘇） Catacombs 

9. バーバ ・ヤガーの小Ii!(めんどりの足の上に立つ小屈） The hut of the Baba Yoga (The hut oo fowl"• legs) 

to. キエフの大きな門 The g『eatgote of Kiev 

9月12日：新沿 10月6日：東京

,., .... ● , 12'h, N;;go,, O.,ob●『 6>h,Tokyo 

PROGRAM 4 

シューマン Schumann 

色とりどりの作品作品99 Leaves ol Various Colours (Bunte Blrner).Op. 99 

I. 2. 3. 三つの小品 Thm,mall pieces 

4. 5. 6. 7. 8. 五つの脊光松 Five Album Leam 

9. ノヴ.vッテ No•ellcte 

JU. 1liJ 突曲 P<elude

II. 行進曲 Mmh

12. 夜曲 EveologMu,lc 

13. スケルツォ Schmo

1,. 述いii巡1ll1 Quick Mmh 

ラフマニノフ Rochmon;noff 

12の ブレ リュード 作品23, 作品 32より 12 Preludes from Op. 23 & Op. 32 

I. 嬰へ短ぶ1 (shatp mlno, Op. 23 No. I lク rgo

2. イ Jを,'! A m,jo, Op. 32 No. 9 A/1,gra m叫,rato

3. ロ短逍 bmlno, Op. 32 No. 10 l~nto 

4. 嬰卜短潟 g shatp mlno, Op. 32 No. 12 All,gro 

5, 変ィ長ぶ A flat m,jo, Op. 23 No. 8 A/1,gro vi匹“
6. ,、長 ;)ll C m,jo, Op. 32 No. 1 All,grdto vi匹 a

7. 変口短;ii b flat mlno, Op. 32 No. 2 Alt,grdto 

8. ヘ短濁 fmlno, Op. 32 No. 6 Alt,.~o oPJm,.ianota 

9. ヘ長 il,'! F m,jo, Op. 32 No. 7 Mod,mta 

JO, 変口及,1 B flat m•jo, Op. 23 No. 2 Ma"'"'° 

II. ニ長関 Dm,jot Op. 23 No. 4 And,u>t, ,ontabil, 

12, ト短 l1/l g mlno『 Op.23 No. 5 A//≪Marcia 

•n28Q, 名古屋 JO月• n, 浜松 s n, 東京

s.,, •• 切'28枷 Nogoyo °''心''"''知叫叫" S<h, Tolyo 

が，グラム 5, 6>およびく協突曲の夕＞の曲口は本プログラム製作時に未決定のため，決定後印刷挿入します。 13 
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リヒテルの芸術

大宮真琴

いまから5年まえ，1965年の8月末から9月はじ の記恒にもあたらしいことであろう。聴衆のさかん

めにかけての，スイスの打名なルツェルソ音楽祭で， な拍Tにこたえて，なんどでもビアノのまえに立ち

きわめて界色なピアバ貨於全が二晩あった。そのう もどり，アンコール1川を弾く， というありさまであ

ちの一晩は，ソビエトからスビヤトスラフ ・リヒテ った。

ルをむかえての蔽突会て，しばしば浪奏会をとつぜ いっぼう， リヒテルはまったくちがったクイプの

んヤャソセルすることですでになかば伝説的となっ ピアニストであった。大柄な,.オ（木を，むっつりした

ていたこのピアニストが，はたして仝ll,lに姿をあら 表t,'Iでステージにはこぷ。ピアノにむかったとき

ゎすIころうか， 111昇の各地からfj_っていた吃来のあ は． いくぶんN•経nそうにみえた。はじめは，まる
いだの,i,,評1"11ょ，なかなか引しいものであった。 でピアノ 1こむかって祈るかのような姿にみえた。や

ところで．もう一晩の(Ji½会は， 80淑をこえる名 がて，一瞬，火が点じられると，手がゆっくりと鍵

齢ながら，かくしゃくとしてエネルギッシュなステ 盤のうえにおかれる。ハッと気合がはい り，ペート

ージ芸を般沿していることで布名な，アルトゥ ール ーヴェンの＜テンペスト＞の最初の一節が流れ出

・ルービソスクイソであった． た。

この二人のピアニストは，まことに対煎的であっ リヒテルのその夜の狐奏会は．ペート ーヴェンの

た。小柄なルーピソスクインは，終始にこやかに聴 ソナクだけ51111,というブログラムであった。 作品

衆に愛姐をふりまさ，ステージ ・マナーの点でも， 31の第2香＜テンベス ト＞，つづいておなじ作品31

ピアニズムの点でも，溢堂の客をたのしませてやま の第3香．それから作，郎，90,作品IOI,作品Illとい

なかった。シ•パソやリストの曲で．精神的なふか う順に浪奏がすすんだ。このプログラムからもわか

みを示すというのでなく，肝きぬかれた丸外のある るとおり，この夜の浪秦会でリヒテルは．ペートー

ピアノの音色を箪やかに饗かせた。そのありさま ヴェンのピアノ ・ソナクにあらわれた想念の殷開を

は．その後まもなく日本にも来浪したので．愛好家 あとづけようとしたのである。

そして．リヒテルのつくりだしたペー トーヴェン

像の再現は．創造という名にふさわしい完堕さであ

った。 リヒテルの沙i奏は．けっして細祁の技巧的な

興味に流れなかった。その反対に．曲の全体を一打

している，一種の剛匝な朽神性といったものが．っ

よく．はっきりと打ち出されていたのである．

たしかに． リヒテルの演奏は，現代まれなる精神

性にいろどられている。巧妙なビアニズムを身につ

けた若者はすくなくないが．ピアノの浜奏を通じ

て．ペートーヴェンそのものの音楽の精神的基盤に

まで迫り，曲の本質を強いタッチで描きあげるピア

ニストは，なんとすくないことか。思いつくままに

薮えあげてみても. T,/行を屈するほどもいない． リ

ヒテルは，そう したたぐいまれなる音楽家のひとり

である。ペートーヴェンは， ピアノのソナクに．こ

の楽器の全性能を駆使して．自己の想念をあますと

ころなく盛りこみ，しかもなお楽郡を超越していっ

心にのこったのである。

だが， リヒテルのピアニズムそれ自体も．まこと

に匝目すべきものであった。それは．およそレコー

ドからは想像もできなかったような音色の世界だっ

た。ことに弱音の効果はすばらしく，ふかぶかとし

た柔みをもち．キラキラと音彩が交岱する，一種め

くるめくような魅惑的な弱音だった．歩のような，

という ことばが，この場合いちばんよくあてはまる

だろうか。そうした弱音のなかから，何ものも抵抗

しがたい決然とした説得力をもってフォルティ ッシ

モが務きおこる。柿然と騎りそそぐフォルティ ッシ

モ．といったらよいだろうか。ピアノという楽器か

らリヒテルが描き出した音のなかに．私たちはすっ

ぼりとつつまれていた。 lほいている身体のまわり

に リヒテルの音と音楽とが， ごうごう と9じりなが

ら沿まいているかのごとくであった。

それは，まことに稀なる体験であったといわねば

た。リヒテルは．ビアノという楽器を接点としたべ ならない。リヒテルのビアノを聴きおわったとき．

ート ーヴェンの音楽の急所を，ぐさりと鋭く街いた 目まいのような陶酢を抹ったことはたしかであっ

のであった。だからこそ．ビアノの浪奏を聴きなが た。しかし．この陶i卜は狂気とは緑のないものであ

ら， リヒテルの表現の精神性のほうが，よりつよく った。むしろその反対に．岩のように梗い音楽の現

実感があった．

これが私のきいたリヒテルの芸術である。すべて

の演奏をおえて， ビアノからはなれ．立ちあがった

リヒテルは，まるで矩火をかかげて登立する音楽の

福音使者のごとくであった。このようなクイプのビ

アニストが．メカニズム万能のいまの泄界に．いた

のである。くらべるものもなく立派なビアニズムを

身につけていながら．そのすべては音楽的表現のた

めに燃焼しつくされている。聴きおわったあと．心

にのこったのは， リヒテルによって描き出されたペ

ートーヴェンの音楽の鮮明な印象だけであった。こ

のビアニス fは．浪奏会楊でビアノにむかって弾き

すすんでいるとき，つねにあらたな創造をおこなう

人である。音楽はその場で生み出される。その新絆

な生命力は．きわめて洗錬された芸術だから．不朽

の生命力をもっている。

リヒテルは，そうした奇閑の音楽家である。

15 



リヒテルの音楽

山根銀二

私がはじめてリヒテルをきいたのは， 1958年に第 はギレリスの侵れている点はリズムの1リ1快なこと， ても，それは空転にすぎず．いくらフォルティシモ

1回チャイコスフキー ・コソクールがモスクワで行 音の正羅なこと，表ti/のはっきりしてダイナミック に，あるいはピアニシモ1こ弾いても，それは大きな

われたときでした。リヒテルはたしかピアノの寄査 な表現にたけていること，またフォルティシモの音 音や小さな音を糾合わせてみせることにすぎず．結

nであって，コソクール開fll!中にリサイクルをして. :lilの大きいこと．などを挙げることができると、臥い 局音翌効果のよせあつめであって．音楽ではないの

その妙技をわれわれにきかせてくれたのでした。そ ますが，これらのすべては多少のニューアンスを沢 です。そして名密効果でしたら霜子機械が結局は嚢

のときの評判はしかし今日ほど超絶的なものではな にはしているが．すべてリヒテルにもあてはまるこ 後に膀利するでしょう．人間のやる音楽には~

く，むしろギレリスの方が上で， リヒテルはピアノ とです。そして＝人の間には．それらの点で総劣を り．その心がこもっているほど音楽は立脈になるの

が本当に好きな人に翡く評価されているだけでし つけることは，ほとんど不可能です。ではどこが述 です。こういう簡爪な原理をリヒテルの浪奏はわれ

た。一般的にはギレリスの方がずっと人気がありま うか．と反1::1してみると，その違いはいわゆる技術 われに再認させずにはおかない心の百業があること

した。いわば主流はギレリスであって，リヒテルは 上の擾劣ではなくて．その一枚背後にあるもの．そ がとりもなおさず．彼の特徴であり．またそれが彼

それに対する批判のような立場で対抗しているにす の技術をつかって表現を成立させる心の深さ．とい をしてソ連には特にめずらしいピアニストたら し

ぎませんでした。ちょうどその少し前に同じような ったものが二人の1111の必をつけるのでないかと息わ め，ソ連第一の名声を獲得せしめた理山であると思

ことがテバルディとカラスの間にもおこって．二人 れるのです。 われます。

の張り合いぶりを見てきたものですから，ギレリス しかしこれもギレリスの方を優れていると見る人 私のきいた彼のr；；奏の中には，このことを証明す
とリヒテルもそれに似た関係として膜抹をひかれた 1こいわせれば，ギレリスなりに深い精神がこもって るものとして，シューベルトの変口長潤ソナクやバ

ものです。ところでこういう場合には，どうやら少 いるのかもしれませんが．私の見るところではギレ ルトークの打汐いで」，またドヴォールジャックのピ

数なりとはいえ本当のピアノ好き．それに再1'1家の リスの特徴は．そういう精神面の深さにはなく，む アノ協奏曲などがありました。この三つはどれも特

具眼の士をよくみてのグループが評価している側が しろザッハリヒな，枯神などというものを現代流1こ にビアノ的な．つまりピアノのテクニックを見せび

次の時代に削をとなえるのが法則のようであって， はねのけてしまった技術そのものの素防しさにある らかすための作品ではなく，その反対にむしろテク

ギレリス＝リヒテルの場合にはリヒテルが，テバル のでしょう。ともかく優劣は別として，その点にニ ニックは従で，主となるのは曲の音楽性なのですが．

ディ＝カラスの場合にはカラスが膀利をはくした次 人の違いがあり，そのとき私は自分の好みとしてリ その音楽性を彼はそれぞれの曲の方向づけのうちに

第でした。 ヒテルをとる．といったら．いっそう正確に表現し 実に切実にとらえてみせました。戸外からきこえて

なぜリヒテルが本当のビアノ好きに窃く評価され たことになります。 くる．例えば遠くの村の祭の音も，窓辺に咀く 虫の

たか．を分析してみますと．いろいろ窯見もわかれ リヒテルの音楽を本牧において成り立たせている 音も彼の手にかかると何か深い恋抹をもった生命の

るでしょうが．私は次のように考えています。それ のは心の力です．それがなければ．いくら速く弾い ひびぎに変ってしまいあの即輿的な自然描写が一

16 

1970年7月，ツール音楽祭にて

変なまちがいで，リヒテルの演奏はそういう特徴を，

それの反対のザッハリヒカイトと呼ばれるものと同

時にふくんでいること，しかもその心は索店しく良

い心である上に．ねりにねりぬいたククマというも

のと．それにかかわらずきわめて新鮮で．ちっとも

いじりまわしたようには見せない．という二つの面

を共存させていること，大きな音泣の点ではマイク

ロフォンに入らないようなフォルティシモと， mえ
入るばかり繊細なピアニシモの使いわけ，速いテン

ポと淫いテンポの自由な選択といった点などで， リ

ヒテルの芸術は矛肝の典咽をふくんでおります。ど

の一面もそれだけとりあげては一面にすぎず，正し

くありません。その反対のものをふくめ，それとと

もにあって，二つながらにして生きているのです。

大交薯曲のように代かな音楽になってしまいまし r如役を通じて，みなさんがおききとりになればいい だからその弾き方の心のこもった点をロマンティッ

た。そのあとでは雄の演奏やレコードをきいても． でしょ クなどと規定しては．それからはみだしている古典

そういうことはありません。つまりリヒテルでなけ 日本で1計演奏を批評するとき，よく，批判の意味 的な而や現在性や，また即物的な方向など．すべて

ればできないことなのです。シューペルトのソナク をこめてロマン的な浪奏というようなことをいいま を見落してしまうことになるでしょ．ぅ，そうでなく．

も同様で．まるで作曲者がnずさみつつ作曲でもし すが，それはたいていの湯合が．様式的にロマン的 それらのすべての特徴を全体的に認諜して．その上

ているような現文述をもたせましたし， ドヴォール であるかどうかということでなく，単に心のこもっ に成立している心の芸術をみることが．リヒテルを

ジャックは造型のととのえにくそうな音のほ咲をさ た浙奏のことを指している場合が多いようです。そ 正しく理肝する上に必要なのです。そしてこういっ

らりと整理して．その中にいくつかの総を人間的な してそのとき．もし心がこもったよい油奏なら結括 た点でもリヒテルは他のビアニストが容易にもつこ

太い線をうかびあがらせてゆく技衛の見iiさに．あ のはずなのに．心がこもってさえいれば何か主観的 とのできない優れたものを手にしているといってよ

いた口がふさがりませんでした。まあ．こういうよ にわがままな誇張をやったり．ゆがみをつけたりし いのではなかろうか．と思います。

うなことは今回リヒテルが来るのですから彼自身の ている．という風にとってしまうのです。それは大

17 
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曲目の解説 ：門馬i1i芙

【プロ グラム 1】

l ソナタ ハ短調 D.958 

シューベルト

シューペル fには，9ヽ短湖のビアノ ・ソナタは 1

1111しかのこっていない。これは，シューベルトの最

晩年の1828年9月に作曲された3曲のソナタのなか

の11111である。当時のシューペルトは，ベートーヴ

のが感じられもする。 m 作品集 《仮面》から 2曲
シマノフスキ

シマノフスキは， 1937年に54歳の生江をIllじたポ

ーランドの作曲家である。そのなかのビアノrtu<仮

II 15のハンガリー農民歌 而》は， 1916年に作曲された。この11.,期にシマノフ

パルトーク スキがみせた進歩的な古法がこのllli集にも生かされ

ェンヘ即倒した様式をみせていて，これらの 3曲で バルトークが友人の作曲家コダーイと協力してハ ていて，ここには無閤的な包法もみられる。

もこうした面をはっきりと示したのだった。しかし， ソガリーを中心とする民俗音楽の蒐楳と研究に立欲 この《仮而》は実は仮面劇のことであって，1::;

いかにもシューベルトらしい楽想の党かさがそこに
を燃やし，その成果を自分の作品にも積極的におり 題をもつ31111でできている。そのうちの第31111《ド

あると同時に．ベートーヴェンの作風には撤しきれ
こんだことはPJ知の市実である。この《15のハソガ 、ノ ・ファソのセレナード》は，今晩は浪奏されな

ないで，動機の処理や展開の技沈などに甘 さがあ
リー茄民歌》というビアノ曲船も，この成果のあら い。第1曲 《シェエラザード）は，リムスキ--コ

る。それにしても，ピアノの古法はこれまで以上 ゎれであって， 1920年に出版された。第1次大戦中 ルサコフの同名の交笞糾曲でもなじみ深い《アラビ

に一段と効果的なものになってきている。そのなか の，弦楽四頂奏曲第2番と同時期の作品で， 1914年 ァン ・ナイト》の匝り手で，アラビアの王妃であっ

のハ短関ソナクは，ロマン的な佑熱をもち， しかも
から17年にわたって舌かれたものである。そして， た人。第2rlli <i!i化師クントリス》は，巾世の騎士

ペートーヴェソを思わせるようにはじまる。 これ
バルトーク自身も，そのなかにとくに気に入った作 トリスクンの物語による。アイルランドの王妃イゾ

は，シューペルトのピアノ ・ソナクの頂点にある作
品があったためか，そのうちのいくつかをのちに管 ルデにクソトリスの変名で，道化fliliあるいはむしろ

品といっても過言ではない。 弦楽用に編曲している。
白痴をよそおって， トリスタソは接近してゆく。そ

第1楽な アレグロでソナタ形式をとる。 2種の 15曲の形態はもちろんまちまちであり，大部分 して，やっと相愛の2人は，誰にもわからぬように

互いに対比した主穎をもつが，展開部は，ペートー は，古くからの民俗音楽をもとにしている。 しか 陪示的な言築でお互の窓志をたしかめ合うことがで

ヴェンのもののような劇的なはげしさをみせない。 し，ハンガリア森民歌といってもなかにはプルガ きたのである。

第2楽京 アダー ジ•で 3 部形式をとる。アイン リアふうのリズムをとったものもある。そして，全 2曲とも，描写的な手法をおきながら，シマノフ

シュクインは， 1817年作の変ホ長調のソナクの級徐 l訓hは，古い民謡，スケルツォ，バラード，古い舞 スキ独特の卓抜なビアニズムをくりひろげる。もち

楽硲との性格の近親性を指摘している。シューペル 曲に分類することができる。そのうちのベラード ろん演奏技巧上でも雑曲にぞくする。

トの面目がよくでている楽京といってよい。 は，ア ンゴリ ・ポルバーラの悲恋物9月によるとさ

第3楽窄 アレグロのメヌエッ トである。 しか れ，入念でオ気のある変奏曲になっていて，全15(111

し，そこにはスケルツォ的な性竹もある。 のなかで力作に数えられる。

第4楽滋 アレグロでロソドの形になっている。 ビアノの密法は，いかにもバル トークらしい大胆 1V ソナタ 第7番 変口畏調 作品83

かなり長大な終楽詣であり，その主姿主穎は．活気 さをみせ，新鮮な創店も感じさせる。 プロコフィ エフ

のあるクランテラふうのもの．それに対比した抒侑

的な副主題も登場する．この楽京には熱気に似たも
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プロコフィエフは，第10番目のピアノ ・ソナクを

未完成のままのこして， 1953年に世を去った．その

うちの第7番の1111は，第2次大戦中の1939年に井き

はじめられ， 1942年に完成されたものである。この

1939年には，第6番と第8番のソナタも作曲に茄手

されている。そして，1942年には，大作のオペラ

《戟争と平和》の第1磁が占きあげられた。その間の

41年7月からは，プロコフィエフは， ソ連の第1級

の芸術家たちとともに，カバルダ共和国の甘都ナル

チクに疎開した。しかし， 11月からは，この芸術家

たち全且は，グルジアのトビリシに移った。塑42年

5月にプロコフィエフは，第7番のソナクを友人に

きかせている。 5月末には，プロコフィエフは， ,1,

央アジアのアルマ ・アクに移転していて，おそらく

それ以後にもこのソナクに~li'llを煎ねたのだろう。

そして，12月にモスク ，Jに一峙もどったときに，こ

のソナクを吝楽委且会の席で披.;している。 しか

【プログラム 2】

1 自作主題による 6つの変妻曲 へ長調 作品34

ベートーヴェン

この曲は， 1802年秋には完成されていた。その10

月には，有名なくハイリゲンシュクットの遺111>が

したためられたわけである。時期的には第2交饗曲

に接近している。それにいわゆる＜エロイカ変奏

曲＞も，この時代の作である。この2曲の変奏曲に対

して，ベートーヴェソが絶大な自信をもっていたこ

とは，次のような出版社にあてたベートーヴェンの

手紙からも十分に知られる。＜私は21111の変奏1111を

つくりましたが， 2 illiとも，まったく新しい月lj々の

手法をとっています。私が新しい巧えをもっている

ことは，いつも白分では気がつかず，他人からそう

いわれてはじめて自分でも認めることになるのです

が，こんどは，この2血の手法の新しさを私U身が

し，公IJりの初浪は， ,a年1月18I―1にリヒテルのビ ェ ー トは， <i~ちつかない＞というような滋味であ ょく意謡していることをはっきり l(lし上げ文す＞。

アノでおこなわれた。アメリカでは，この3曲は， る。無，凋的な，'ill,や打楽僻的な効果をおきながら， この1t,F,,34での新しい手法というのは，各変奏で

3月にホロヴィッツによってはじめて紹介されてい 古典的な形式にとらわれず，緊張感をみなぎらせつ の調性や1(1子の設定がこれまでの変突曲にはみられ

る。 つ音型の巧みなmmでヽ 「分のゆるぎ0)ない構成をみ ないほど大胆なものになっていて，変炎の各々に新

プロコフィエフの第6香から第8香までのソナク せる。 しい性格があたえられていることを指すのだろう。

は，《戦争ソナク》とも呼ばれている。これらの 3曲 第2楽,i ァソダンテ ・カロローサ。カロローサ ベートーヴェンは，それまでに変奏曲に対する経験

には，プロコフィエフの戦争体験がこめられている は，《情熱的）といった慈味をもっている。この時期 を重ねてきて，ここではじめて性格変奏曲の煩城を

ことはいうまでもない。そして，初期の作品にみら のプロコフィエフの抒ti/を示す代表的な交沼だとも llfllliすることになったのだった。そ、して．変奏曲と

れがちの野性的な味わいは彩をひそめ，もっと抒↑け いえよう。変奏曲の手法をとり入れながらも自由に してのまとまりにも計打がおこなわれていて，へ北

性を加えた力強く深みのある表現が全体を支配する 構成されていて，劇的な翡拐もある。 調の主穎に対して，二反乱l→変口長講というように，

ようになってきている。 第3楽な プレチピタート。これは．《性念に》と 各変奏で調性を 3度ずつ下げてゆく。

そのなかの第7番の曲は，プロコフィエフの全ビ いう慈味に月名してよい。プロコフィエフの好んだ卜 その主凶は，アダージ・で，さらにカンクービレ

り l川のなかでもとくに傑作とされ，机約されたビ ッカークふうの楽咋だが，中央部を軸とした対照的 と指定された決しい旋律をもつ'!,柏子の3部形式の

アニズムをみせもする。 な形をとっている。無澗的なl',法も使われていて， もの。第 1変突は，二長渕，'!,柏子で，細かい音符を

第 1 楽'~ アレグロ ・インクィエート。イソクィ はなばなしいピアニズムを展l)flしてゆく。 活動させ，早くも主題から遠ざかってゆく。第2裂
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奏は，アレグロ • マ • ノン ・トロッポ，変口長甜1で

％拍子。新しいリズムが祁入される。第3変突は，

アレグレット， 卜長闘， '/,拍子。第4変奏は，テソ

ボ・ディ ・メヌエット，変ホ仕潤..,. 拍子・。第5変

奏は，アレグレットで，＜マルチァ＞（行進Ull) と

記されている。ハ短調，"'拍子で，非送行進曲の性

格のものである。第6変奏は．アレグレッ fで．へ

長調．・ん拍子。そのあとに紺混がきて，主題を回想

し．それを幻想曲ふうに扱う。

II 6つの変妻曲 二長調作品76

ベー トーヴェン

この曲は，＜トルコ行進曲を主題とする変奏曲＞

という呼び名でも知られている。第5交界曲と第6

交響曲を布きあげた愚9年の1809年に作曲されたもの

である。ペートーヴェンのビアノ用の変奏曲のなか

では，とくに独創性が炭いとか技巧的に凝っている

とかいう作品ではなく，おそらくかなり短い期間に

あっさりと吝いてしまったと思えるような種類のも

のにぞくする。しかし，達者なビアニストによって

22 

演奏されると，さすがにこの1111は，すばらしい効果 った手法をみせる。もちろん性格変奏の純類にぞく

を発揮もする。 するものであるが，対位旋律を保持して対位法的手

その主題は，ベートーヴェンが2年後にくアテネ 法をみせたり，白出な柑成法をとったりもする。そ

の廃墟＞の秤楽のなかでくトルコ行進1lh>として転 の変奏の数は，現在では大体に15ということで統一

mしたものであり ，そのために，一段と布名にもな されているようだが，数え方によってはいろいろと

ったものである。ペートーヴェンの自作ともいわれ 違った応見もある。そして，第3交界1tt1の終楽茸は，

ているが，またロシア民揺からヒソトをえて1'fかれ

たものだともいわれている。アレグロ ・リンルー

ト，二長間のリズムのはっきりしたllll潔なこの主題

に対して，6つの変奏がつづくわけだが，各変奏は

みな同じ二長調であって，短調変奏はおかれていな

い。そして，第5変奏までが同じテンポのものであ

り，第6変奏でプレストとなって，はなやかさを増

し，クライマックスをつくる。

DJ エロイカ変奏曲 作品35

ペートーヴェン

作品34の変奏曲のところでものべたように，この

曲は,1802年に作曲された。そして，この作品35の

ほうが作品34よりも．おそらくわずかに早い時期に

四かれたのだろうともいわれている。この作品35の

＜ェロイカ変奏1U1>という名称は，ペートーヴェン

自身があたえたものではない。もともとの名前は，

＜ピアノのための変奏曲＞というだけのものであっ

た。これが＜エロイカ変奏曲＞と呼ばれるようにな

ったのは，その材料や変奏法がやがて第3交響曲

＜エロイカ＞の終楽布で転用されることになったか

らである．

'-の作品35の変奏は，ベートーヴェンの手にも記

されているように，作品34の変奏曲とはまったく違

このビアノIllの変奏曲の冗長さをなくし，もっと凝

縮したものとなっている。

11!1は，＜主廷の低テll部をもつIi'突＞と記されたア

レグレット ・ヴィヴァーチの部分ではじまる。第3

交覇lhの終楽京でピッチカートによって導入される

主題がここではユニゾンで奏される。それから，

く2声で＞，く3声で>.-(4声で＞と記された部

分がつづく。これらは，序奏主題のシャコンヌの手

法による変奏とみることができる。その後に＜主

題＞と記された部分がきて，高声部にはつらつとし

て新しい主題が淋き入れられる。これがいわゆる変

奏曲全体の主題というわけで，その低声部には，序

奏主題がかくされている。

この変奏主題は．ベートーヴェンの好んだもので

あったらしく，コントルダンス第7香，＜フ・μメテ

ウスの創造物＞の終曲でもすでに使われている。

つづく変奏は，以上の2種の主厖を甚伐にしなが

らも，むしろ序奏主題を対位旋律のようにして扱っ

ている。そして，多彩な手法を展開したのち，第14

変秦で変ホ短潤となる。第15変奏は，変ホ長調にも

どるが，ラールゴにテンポを落し，幻想的にもなり，

浄化したともいえる世界をくりひろげる。それに

ほ，短い結陀がつづく。

最後のフーガは，アレグロ・コン ・プリオで，序

奏主題にもとづく。バッハのフーガよりは自由性に ろのことと推定される。

窃み，変奏主題もやがて加えてくる。終りのクライ とにかく．ディアベリのワルツをベートーヴェソ

マックスが堂々としていることも特箪されてよいだ は大へんに軽蔑していて．これを主匹にして変奏曲

ろう。 を密きはじめるときに．＜いよいよ．あいつのため

IV ディアペルリの円冥曲による変妻曲

ベートーヴェン

この曲の主題を提供したアントーニオ・ディアベ

リは，ウィーンの出版商であり，またいくらか索人

くさい作曲家でもあった。 1819年ごろ，このディア

ベリは，自作のワルツを主題とする変奏曲を当時の

50人の作1th家に依嘱し，それを出版しようという計

画をたてた。その計前のなかには，ペートーヴェン

はもちろん，シューペルトも含まれていた。ベート

ーヴェンは，以前にもこのような計画に来せられて

不愉快な思いをしたことがあり，またディアペリの

困いた主屈自体が程度の低いものであったりで，こ

の提案に対して最初はことわったもののようであ

る。しかも，ペートーヴェンとしては，懸案の＜ミ

サ・ソレムニス＞のことがあって，それどころでは

なかったのだろう。しかし，交渉の結果，他の作曲

者たちのものとは別に出版するということになっ

て，七つの変奏を出くことを約束した。そして， ミ

サの作曲の合間をみて，その情想を進めていった。

もちろん，その間には，作品 109から作品 Illに至

る晩年のソナクのグループも作曲されている。

ミサを1822年に一応四きあげると，ペートーヴェ

ソは，第9交行曲の仕布に集中しはじめているが，

その第1楽店を作曲していたころに，ディアベリ変

於1111もft上げたものらしい。 1823年3月から 4月ご

に靴屈のつぎ皮の主題による変奏1111を杏かねばなら

ない＞と語ったという。こうして．気も進まないま

まに作曲をはじめたものの．次第に興味がわきおこ

ってきて，ペートーヴェンの変奏曲ではもっとも長

大なものができあがってしまったのである。しか

し．た大といっても，決して冗長なのではなくて，

'ゞ

しっかりした構成のなかに適切な変化と多様性をも プである。次第に音型やリズムの点で活発になって

つ作品が涎生した。たしかに．浙奏に50分近くを要 ゆくが．途巾の第8変奏で一時その緊張をゆるめる。

するというのは．変奏1111としては．バッハの＜ゴー 第2のグループは，第17変奏までで，前のグルー

ルドベルク変約111>を除いて異例なものであるが， プよりも内面的な深刻さを狙っている。第3のグル

晩年のベートーヴニ｀ノがピアノ ・ソナクや交響1U1や ープは，第23変奏までであり．スケルツオ的な要素

弦楽四重奏1111などで．好んで変奏曲の楽章を採用し を巧みにおりこむ。その第23変奏ではモーツァルト

たことから考えれば．この長大で充実した変奏1thも， の＜ドン ・ ジ• ヴァンニ＞のなかのレポレロの歌う

変奏技巧のあらゆる面での可能性を示すために作曲 ＜夜となく旺となく＞の一部分が巧妙かつ効果的に

されたものだということができるのである。 とり入れられている。

なお,1823年6月に出版されたこの1thは，プレソ 1fl4のグループは．第28変奏まであり，また次第

クーノ夫人に捧げられた。ベートーヴェソは．プレ に気分を翡捐させてゆく。そして．汲後の第5グル

ンク ーノ家の人たちと設しく交院していたが， ミサ ープでは．ベートーヴェ‘ノの晩年の作品で特徴的な

の作曲中に経済的な援助をこの夫人から受けたこと 深遠で息考的な音楽の1!1:界をくりひろげる。主題と

もあり，そのためにもこの曲を夫人に献呈すること の1州連性はますますi切れてゆく。こうして.1thは．

にしたのである。 第⑫変奏で息索的なフーガとなり．最後の第33変奏

曲は，ディアペリのワルツを主題として．それの で泊覆なメヌエットに入ってゆくのである。それは

33の変炎を紙ける。これらの変奏は．いくつかずつ ペートーヴェンが晩年のビアノ ・ソナタや四lll奏1lu

まとまって全曲を大きく区分するとみることができ でしばしばみせた楽衣虻列ともll!I係があるともいう

る。まず．おこそかに行進1thふうにはじまる第 1変 ことができよう。メスエットは．無限の賠示をおき

奏から第ID変奏までは．第 1楽京に相当するグルー ながら．この長大な1111を安らぎのうちにしめくくる。
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【ブログラム 3】

I. 交響的練習曲 作品13 トーヴェソから陪示を受け，ベートーヴェソふうな それはともかくとして，この紅11111は．独創的な沿

シューマン 変奏技巧をいろいろとみせるが．主阻に縛られるこ 想と新鮮な技巧をもち．ときに写実的．ときに印象

ビアノ月1の糾'1'111!1は． ロマン派の時代に入って特 となく．つねに主題から新たな性格を引きだし．各 的であって．粗野なくらいにはげしいプ］ももってい

殊な店味をもつようになり．たんに浪奏技巧だけの 変奏を性格的に独立的なものにしようとしている。 る。そして．ビアニズムからみると．伝航からはな

飼の作品ではなくなってきたものが多い。ショパ その上．ここには人間的な深みもあるし．ロマン的 れたかなりの巨匠性を示し．むしろ本来のビアノ的

ソのものがその代表的な例だが．シューマソのこの な討情もあふれているしシューマンという人間の血 な作風を無視したところもあるとさえいわれ，翌か

晒 ，そうしたものにぞくする。シューマソがこれ が生き生きと流れてもいる。 な．船のある，多様な色彩のある効果をだす。な

を作曲したのは1834年で． この 1年ほど前に出版さ 全体は．主穎と11曲の紬籾1111と終111!(これもl<l!翌 お．この1ll1は．ラヴェルその他による竹弦楽mの編

れたシ．パソの作品の紬'/'Jilliから大きな刺激を受け 1111)とからなるが．その第3と第9の帥や/1111は主 1111もある。

て生まれたのでもあった。しかもまた，これは．自 姪と l~I述件をもっていない。したがって．変奏は 9 111111. 10曲の小品からなり，その各111!には絵画に

血這於1111にもなっている0 1111あることになる。なお，シューマソけ．このほか したがった標起があたえられている。そして,Q碩

作1川のころ (18糾年）．シューマソは． エルネス にさ ら に ． この 1 1111こカIIえるために 5 つの糾'l'J1lh も ~J には＜プロムナード＞つまり＜散歩＞と呼ばれる前

ティーネ・フォソ ・フリッケソというリ）爵令様に熟 いた。しかしこの追作として扱われる紐密1111は．浪 奏をおき．ときおり，11n奏としてくプロムナード＞

をあげ．彼女とひもかに婚約までしたのだが，男爵 奏されることが少い。 を挿入して．全曲にまとまりをつけ．殷覧会の絵を

の反対で思うようにことが進まずに弱っていた。そ また，終1111は．アレグロ ・プリランテで白山な口 みる人のそぞろ歩きも賠示する。

うしたときに．男爵が作ut,もいくらかするというの ンドの形をとる。その＂頭の主要主題は，ロマン派 ＜プロムナー ド＞………ロシア風の変拍子をおり

で，男爵の作品を主題として変奏曲ふうな糾訓Iiを のドイツの歌劇作1111家ハインリヒ ・マルシュナー こんだ爪音の旋律がだされ，次第にnみを加え.lli 
害いて，うまくゆけば男爵の気持を柔らげ．令難と (1795-1861)の歌劇＜咽堂騎士とユダヤ女＞のなか 々しい和声で扱われてゆく。

9射れて結婚しようと考えたのだろう。しかし，初版 のロマソツェ（ロマソス）の旋体に基づくものであ 第 1 曲＜こびと＞•……•• こびとといっても．これ

の楽沿 (1837年）では，主題には男爵の名を明示せ り，いかにもシューマン好みのリズムをもっている。 は地の朽である。グロテスクな恰好で歩き砲って落

ず．＜あるアマチュアの作曲になる旋律＞と記し II. 綿曲＜展覧会の絵＞ 弟かないこびとの様子を軽妙に扱う。旋律の動きや

た。出版のころには，シューマンは．とっくに彼女 ムソルグスキー リズムにムソルグスキーの機智が砥じられる。そう

との結婚をあきらめていてクララヘの息菜をつのら ロシアの国民主義音楽を推進したいわゆる<5人 いえば，ムソルグスキーはこうした奇怪なものを描

せていたのである。 組＞の 1人であるムソルグスキ→:I:, 45歳のときの く音楽を得慈と していた。そう したなかには．太々

シューマン自身，この曲を管弦楽的であるよりも 1874年にこのピアノ用の糾曲を作曲した。これは， しい小悧らしいこびとの態度も感じられよう。この

交四的であるといっており．たしかに．この111!は． 故人となった親友の建築家ヴィク fル・ハルトマン 曲が終ると，柔和なくプロムナード＞がある。

ビア／浪奏に各種各様の技巧を要求し．それをシュ の遺作展覧会のときに受けた~II依をもとに作曲され 第2曲＜古城＞………イ タリ ア中枇紀の古い城の

ーマン独特のピアノ打法にとけこませているので， たといわれているが．実は．このムソルグスキーの 絵で，城の前では吟遊肘・人が歌を歌っている。一打

浪奏には莉度のむずかしさがあるというものの．多 音楽のなかには．この這作殷のカクログに見当らな して保紐音をおき，全体として古めかしい。 低音の

様な色彩的効果をだす。変奏の面では．かなりベー いものも何曲かある。 中憔紀的な旋律と右手の甘い感じの旋律が絡み合っ

24 

て進む。この曲のあとに，重々しい＜プロムナー

ド＞がある。

第 3 曲＜テ ュイルリ ーの庭＞……•••バリのルー ヴ

ル宮殿の前の庭園テュイルリーで子供たちが遊んで

いる。大人たちは，組物をしたり世,m話をしたりし
ている。お菓子をねだる了供がいたかと思うと．突

【プログラム 4】

＇・ 色とり どりの小品作品99

シューマン

これは14曲からなり,1836年から49年にかけて折

にふれて作ilhされた。そして，そのうちの第1曲か

ら第3曲までは．＜三つの小品＞と穎され．第4曲

から第8曲までは．＜五つの音楽帳＞となってい

然喧嘩がはじまる。騒ぎがおさまると，また平和な r.,,, ● ""■ ,,,.IJ,、~ る。それ以後のものには，各個9こ題がつけられてい

庭園となる。 第8曲＜カタコンプ＞……・・ローマ11.,代の証地ヵ る。出版されたのは1852年である。そのうちの＜音

第4曲＜ビドロ＞……・・・大きな車輪のついた牛平 クコンプの絵からの印象によるもので,1111は．オル 楽帳:>(Albumbiatter)という題は．シューマソの

をひく牛のことで．牛たちがのどかに近づいてまた ガン風のひびきをだし．神秘的な訳1ドをもってし、 好んだもので．作品124でも使われている。音楽的

悠々と田舎道を去ってゆくのを描く。伴突のリズム る。 IUIもなく ．＜死者とともに死者の行攻をもっ には.l'fきとめておいたスケッチとか小品と肝して

を執拗にくりかえしている。典村生括の悲哀がそこ て＞と題された静かな部分となり．プロムナードの よい。

にこめられているかのようだ。このあとには，＜プ 旋fltを賠示する。これは．地下の鉦地を閲べている これらの141111は，文学的な内容ととくに密接に結

ロムナード＞がある。 生前のハルトマンの姿を描いたものだという。 びついているというわけではないが，いかにもシュ

第5曲＜殻をつけたひなどりの踊り＞………ハル 第9曲＜鶏の足の上の小屋＞……..ムソルグスキ ーマソらしいロマン的な詩俯をたたえ，シューマン

トマンがバレエの衣裳のために古いた絵によるユー 一独特のグロテスクな喰沈を示す代表的な11!1であ 女子みの苦法をみせもする。たとえば，対1立法的な線

モラスな曲．ひながビョビョと嗚きながら，殻から首 る。ロシアの伝説にでるバパ ・ヤーガという1Jil法使 のからみ合いとか，ひとつのリズムに対する同執な

だけだして四方を見廻し，体を動かしているようだ。 の老婆の住むのがこの椋凶の小屈であって．ババ ・ どはその例である。技巧的には，格別に裔度であると

第6曲＜サムエル・ゴールデンベルクとシュミュ ヤーガは，人1111の骨を秘め，煮えたぎる鉄のなかに いうわけではないので，アマチュアのビアニストか

イレ＞……・・・ボーランドの芍大ぷったユダヤ人の金 入れて，それを追路にまき散らす。そして，その上 らも愛好されているが，シューマンの請1,1を再現さ

持ゴールデンペルクと伐乏なユダヤ人シュミュイレ を符に乗ってとんでゆく。このとびゆくさまが音楽 せるという点では，決して平易な作品とはいえない。

の2人が鮒嘩をする。 2人を示す主座が順々に呈示 で描かれている。 第1曲＜俎速でなく，親しさをこめて＞とドイ ツ

され，喧嘩を描くが．結局．ゴールデソペルクが筋 第10曲＜キエフの大門＞••……•小 ロシアの大都会 語で指定されている。この1111集のほとんどすべての

を占める。これに続いて.,;:i .. とした＜プロムナー キエフのI'りを往造するための設計図によるもの。こ 1111は．このようにドイツ研の油出指定をおく。イ長

ド＞がある。 の門のあたえる壮大なru尿と賑やかな人通り．それ 岡の1111で．シューマソの他の1111集でもみられそうな

第 7 曲＜ リモジ ュ ＞•……..フランスの小都会のリ に門の関囲の様子といったものを音楽で/loいてい 性格の小品である。 1839年の作．

モジュの市場で2人の女の11約を描く。早「1でいい る。＜プロムナー ド＞の上凶と対tt的なオルガン風 第2曲＜きわめて急速に＞ホ短調のkBIll的なIIIJ

争っているが次第に熟を需び．強烈なものになる。 の主題とをもち，なかほどから，寺院の音もひびき で． シューマン好みの仮リズムをみせ.'{.拍子だ

そして．そのクライマックスで，休みなく次の第8 わたってくる。蚊後に．鉗の余糾をのこしながら． が．旋n,は'I,拍子のようになっている。 1839年の作。
1111となる。 1111は壮蔽に終る。 第3曲＜新詳に＞と記されたポ足溝の曲。若々し
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1釘0年

ツール在楽祭にて

い躍動感がある。 1839年の作。 である。作1111年代は不明。やはり対位法的な手法を

第4曲＜かなりゆるやかに＞となっていて．合団 みせる。

曲ふうでもある。婆へ短社1。1841年の作。のちにプ 第9曲＜／ヴェレッテ＞シューマンの作品21にも

ラームスは，これを作品9の変葵曲の主題としてm <ノヴェレッテン＞という曲楳がある。作品21の場

ぃ，その変奏曲をクララ ・シューマ 1/Iこ捧げている。 合は，イギリスの女性ピアニストのクララ ・ノヴェ

なお，この主題は，同じ1841年作のメソデルスゾー ロとも結びつけているのだが，ノヴェレッテとは短

ンの＜ァソク＇ソテと変奏 1111>の主題にも似ている。 店小説のことである。 1838年の作であるところから

メヌエットと記されている。ビアノによるバレエ音

楽ともいえそうだが．そのリズムは． ベートーヴェ

ンのく9ヽンマークラヴィーア ・ソナク＞作品 106の

スケルツォから思いつかれたのかもしれない。屁］性

もベートーヴェソのものと同じく変口氏関である。

第13曲＜スケルツォ> 1841年の作で．＜生さ生

きと＞と指定されている。シューマンのいわゆる交

愕曲の年のものなので，交!/<1曲のスケルツォヘのス

ケッチであったのかもしれない。中f間部には＜謝肉

祭＞を思わせる動機がある。 卜短調の曲。

第14曲＜早い行進1111> <きわめてはっきりと＞

と記された卜短調の曲。 1849年に忠かれたものなの

で，若々しい新酢さに乏しいが，全14曲をしめくく

るにふさわしい効果と規校をもっている。ロンドに

近い構成をとる。

第5曲＜急速に＞と指定された口短潟の1lh。1838 も，作品21のために杏かれ，しかしそれに収録され JI, 12のプレリュード

年の作品で，分散和秤を用いていて，いくらか糾刊 なかった1lhとみることができよう。作品21で愛好さ ラフマニノフ

曲ふうでもある。 れている動機もここで使われている。口短間で， 1943年に世を去ったソ述の作1lh家ラフマニノフ

第6曲＜かなりゆるやかに，きわめて十分に歌う ＜生き生きと＞と記されたかなり長大な1lhである。 は自身また巨匠的なビアノの浪奏家でもあったの

ように＞と記された変イ長関の11¥¥である。ワルツの 第10曲<iliJ奏1111>1839年の作で，練罰lh的なビア で，ビアノ協奏1thをはじめとして，ピアノ1111も数々

リ ズムをとり， ASCH に関係ある旋U• (As-C-H) ニズムをもつ。変口短調で，＜村力的に＞と指定さ のこした。そのラフマニノフには，前奏曲（プレリ

をも っているところから，＜謝肉祭＞作品9の関連 れている． ュード）という姪のビアノ1thが24曲ある。これらの

作品なのだろう。 1836年の作である。そういえば， 第II曲＜行進1tt1>1843年の作品。＜きわめて持続 24曲は，シ．パソの先例と同じように長短各24の苫

作品 124の＜音楽板＞でも，＜謝肉祭＞と関係ある 的に＞と記されていて，第1部と第3部を充実した 性をそれぞれとっているものだが，ラフマニノフ

曲がいくつか見当る。 和音で進める。中間部は，3連音で活動的である。 は，それを全部まとめて同じ作品番号のもとに出版

第7曲＜きわめてゆるやかに＞とされている変ト ニ短調で，シューマン版の＜死と乙女＞ともいえよ したのではなかった。とにかく，どれも小品ではあ

長調の1lh。1838年の作で，対位法的な頼向が濃い。 うか。 るが，巨匠的なビアニズムをみせ，ときには対位法

第8曲＜ゆるやかに＞と指定された変ホ長調の曲 第12曲＜夜1111> 1841年の作で，テソポ ・ディ ・ 的密法をとったりしながらも，後期ロマン派的な情
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感をみなぎらせている。そのなかの12曲が今晩は浪 ミックな効果を強溝したビアニズムをみせる。その しいti/熱的な曲である。クライマックスも効楳的だ。

奏される。 あとには，かなり長いカデソッァもある。 9 作品32の7 モデラート，へ長調。 3部形式

1 作品23の1 ラールゴ，嬰へ短閾。作品23の 4 作品32の12 アレグP, 嬰卜短躙。分散和音 をとり，中間1部をテ‘ノポをあげ．対It的な性格のも

前奏曲集は,1901年までにまとめあげられた!Orthか のなかに．淀みのない旋律を浮びあがらせた曲。続 のとする。

らなる。そして 10曲とも．親交のあったロシア生 密曲ふうでもある。 10 作品23の2 マエストーソ，変口長調。壮大

まれのすぐれたピアニストのアレクサンドル ・シロ 5 作品23の8 アレグロ ・ヴィヴァーチェ，変 な趣きをもつヴィルトゥオーソふうな作品といえよ

ティに棒げられた。 1901年といえば，布名なビアノ イ長詞。はなやかなビアニズムをもっていて，その う。ショパソの練，l'1曲を近代化し，スケールを大き

協奏1111第2帯の完成の年で，ラフマニノフがノイロ

ーゼから回復して序，！力的な新動をみせていた詩期で

ある。その第 1曲は，シコパンふうでもあり，左千

の分散和音の動きの上に．右手で感似的な錠ii•をゆ

ったりと歌わせる。

2 作品32の9 アレグロ ・モデラート， イ長

罰。作品321';1:,1910年夏から秋1こ古いた!3Jlhの前奏

rtliからなる。その第91lhは，低斉の人らかな釦,,で

ためもあって庇律的魅力は後退している。 くしたもののような印象をあたえもする。

6 作品32の1 アレグレット ・ヴィヴァーチ ェ， 11 作品23の4 アンダンテ ・カンクービレ，ニ

9 長ヽ渕。 トッカークふうでもあるが，朽力的でもあ 長調。メンデルスゾーンの無甘歌ふうな趣きももつ

る。ラフマニノフ好みともいえる旋n,はあらわれて が，スラヴ的な感t/1も淡い。そして，とくに後半の

こない。前奏曲のなかでも短い曲。 輻広い音域にわたるビアニズムは，ラフマニノフの

7 作品32の2 アレグレット，変口短糾。テン ビアノの巨匠性を如実にみせている。

ポをしばしば勁かしながら，脊型をいろいろと扱っ 12 作品23の5 アラ ・マルチア（行進1111ふうに），

てゆく。ラフマニノフとしては火例ともいえる構成 卜短湖。 3部形式をとる。行進が店潮し，接近した

はじまる。やがてそれを摘りたてもする。 の1lhである。 かのようになってから，ふたたび遠ざかり，それか

3 作品32の10 レント，口短濁。ラフマニノフ 8 作品32の6 アレグ P ・ アッパシ• ナート，へ ら述炭を裕した壮大な,1,1111部に入る。最後に，第 1

独特の哀愁感をみせる。しかし，中1111部は，ダイナ 短洞。まさにアッパシ• ナートという指定にふさわ 部の1り現があって，Jlhは終る。泣応の数かな作品だ。
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最新録音‘｀猿占発売I''

審：：□~~: ーレ株コ式ー会キ：巴

●す さ● じい二 大区庇の心 の燃焼/ ... 年 12月

モスクワ杓染 院大ホールに お ける尖況.,行撃

rレコード去術」吐渭9漏鰈．をはじめ各漉 認
新］用がこぞっ て激穴の 名輩／

フラン ク

ゥテイオリン・ソナタイ長調
ブラームス

ヴァイオリン・ソナタ第3番

ダ ヴ ィド・オイスト ラ フ （ヴァ イオリ ン）

スヴャトス ラフ ・リ ヒテル（ピア f)

SMK -7603 30-ス テ レオLP ¥2.000 

~ 

⑲

史

ソ

"
[

ば

8

五

m
新E

た

ラ
ヒ

テ

竺

チ
と

の

ト
リ

ス

巨
ヴ

／

ィ
ン

ノ

ス

7

0

翌
5

五
5

[1ブ

る

夕

尖

n

な
ス
の

タ
イ

大
•
動

ス

5

ン感

．名
ヴ

：

SM

9

一

員
●巨"リヒテルの公●jのすぺてをここにい出した必騎の大令集/

~ 
リヒテルの芸術全15巻 絶賛発売中

第 9● ：ピア9儡蛉圏第 9畠 鑢,.. , .. ,,, 鋼 2雫： ピア<・

ゾ,,.公曇、"壽,.. イドン） ／賽9轡： "'"・ 杯追．紀n
,,.,, 鴫"ピア<.. ,.,., 編.""'ル●（ペー トーヴ土ン）
／第9疇 ：鴫項幽震ぷ9そ綱饒（シ● ーヘ・り）／賽9零： ピア 9ゾ.,. 伍.,,シェーペんり饒／賽9鬱： 幻応9●島．
フモレス ャ （シューマン） /M ●讐 ：ビア,,.軍衣曲 （プ
• -、・ . , /綱 9轡： ピア 9協峠躙. ,畠 （チャ イコつス
午ー）／綱"轡 ：廣"分のね飽／第"警： ピア 9凶蛉●,. 
9● （プロコアイユ7)饂／戴"亀 ：グ ,,ンカ零●,.,, 専
"攀 ：,.,,.,.,  , ..  イ9 ア,._,/讐9●轡 ：

"の""劇.,.,'』 アヒン）／戴,,.. , ピア...鼻曲 •
9●● 訊 2● ,., ャ.,.,,

● SH-,0~ ( Mo 疇） ー SH -m• (鶴"疇）専...,ooく分売＞
●'""'ー9一"*"疇,.. ケース入 ＂別（●精 " ●、,oo

"'"""'''' ピアノ・ソナタ賽7● ／ 第 9● (7oコフィ.,,

'"'""'"'. 9)(お "兌売》
チャイコフスキー/ .,フマニノフ・ ピアノ協賽幽

~ · ● ....  コ ?H一 ） ~,. .. ア..,,, 
ム 9 ヴヽ >' ♦ - Ill霞 , . , ~ンデん,,,,,. ぽ.., .. ング• - ' . っ 、ル •ヽ ー . . ー怜奴嗽.. 

日本楽器製造 株式会社 7



リヒ テル頌

中島健｝誠

今，ーばん気になるピアニストは？ とIll!かれれ

ば，わたくしも， HU座に， リヒテルと答えたであろ

う。レコードがあるから，想像はつく。しかし，ま

だ実院に狐炎をIll!く機会がなかったのが残念で，ほ

んとうのことは直接に1111かなければわからないとい

う説に，わたくしも共成である。いよいよ日本で油

奏会がIll!けそうだと1用いた時から， リヒテルについ

てのIll心がますます強くなったのは，当然のことで

あった。

リヒテルl.t,rJ本で，「幻のピアニスト」と呼ばれ

ることがあった。だれがいい出したのか，わたくし

は，そういう呼び方に牡成できなかった。名はIll!<

が，そういうビアニストがほんとうにいるのかどう

かわからないというのならば，それでもいいであろ

う。ずい分大ぜいのピアニストが日本で演突してい

るが，まだ呼ぺずに残っている名千の数はそう多く

ないのである。それ故に，「幻のビアニスト」と呼ぶ

のであったら，はっきりと反対である。リヒテルは

実在の名手である。[/木に来るのは今炭がはじめて

だが， リヒテルの演奏を間いた人は日木にも大ぜい

いる。

リヒテルについて，そのほかにもいろいろの碍が

伝わっていたらしい。なにか神秘的なような町だ

が， f•Jが神秘的なのか， はっきりした答えはどこか

らも得られなかった。今では，ソ連の外でもリヒテ

ルの浪奏会がしばしば開かれている。わたくしは，

芸術家には，神秘はないと信じている。レコードを

間いただけでも， リヒテルのみごとな肝釈，超絶的

30 

[969年，マソトソ音楽かにて

な技汰，ことに，閉くほかない文しく既麻な斉色は

わかるのである。ピアノという楽器の持つあらゆる

可能性を聞示しているような浪奏である。それは，

けっして神秘ではなく，現実的な窯JIである。極度

に気むずかしいとか，なみはずれて神経打であると

かいうような関は，すぐれた演奏家につきものであ

るが，もしもそういう名手がいたとしても，極度に

1n密な演枝が，精神の緊張を必要とするのは"i然の

ことである。ただなんとなく ，伝説的な繕に乗せら

れてJUii与するのは，只価を見失なう危険をf'砂 JUI情

であると息う。

リヒテルが，世界のビアニストの中で，飛びぬけ

た名手であることは，今さらいうまでもないことで

ある。レコードで判断すれば， リヒテルの柑淡は，

あくまで現代の浪奏であって，きびしい自己Jililllが

あり，しかも固苦しさを感じさせないという現代の

浙奏の理想を，みごとに実現していると思われる。

油奏する楽曲によって，そのおのおのの本nを把握
しながら表現するリヒテルの力泣を．直接に受けと

めてみたいというのがわたくしの期1;であって．そ

の期位の中には.filをつかむようなあいまいなとこ

ろはなかったのである。

ピアノは，究成した楽器である。もしも，われわ

れにT-1111/でさないような変化が起ったとすれば，そ

れはビアノではなくなる。そのピアノの油突は，そ

れもまた極限に近いところまで開拓されたと考えら

れる。,~炎家自身の能力の極限というよりは，ピア

ノ油奏そのものの極限を感じさせる浪奏家の一人が

リヒテルである。こういう極限は， ピアノの名手た

ちによって）/1区に/JI/拓される。芸術における極限

は，停止ではあり得ない。また独占でも浚あり得な

い。おのおのが，おのおのの開いた道を．さらに前

進させることは，‘り然の）じ/Viであるが，その道が，

これまでよりも奥深く原野を開き，かけ雌れた泊iさ

に達していると！＆じる時，それが同時に．楽器の1寺

つ可能性の一つの極限となる。~/俎拓の原野は． も

はやあまり残っていないのであるが，大きく 見れ

ば，1開拓を謬した人間は，一人ではなく複数なの

である。 リヒテルには， リヒテルの頒分がある。個

性といい，りMlということばが，ほんとうの応抹で

使われるのは，こういう）易合である。一度IIりけばそ

れで燐足というわけにいかない理由もここにある。



素頻のリヒテル

小野光子

リヒテルは非常に多くの時間をビアノに向って過 持ってIUIさに出かけ，たまには芸約家達と会ったり いてもらって竹がT板りを比えたこともあったが．

ごす。 1日に9時間，10時lillにおよぷことがある。 もする。ルイジ ・ノーノのところでは「マエストロ さすがのリヒテルもこのメロディーには人分おっか

休息の時間を名えると他には何もするひまもないこ ・リヒテルは現代音楽についてどうお考えですか」 なびっくりの様子であった。そしてまたカナッペに

とになる。私のWI学叫代，まだ今よりもずっと．モ ときかれ．「私にはどうも分りません。悪いものでは プト'-it"iなどが供されて議論の起ることもある。

スクワにいることが多かったリヒテルは．午後．音 ないのでしょうが。」と答えて．モダンなイクリ一人 lfiii劇］などとちがって，音交するという行為の基

郊院から帰られるドルリアク夫人のためにドアを1用 達を沈黙させた．とおかしそうに夫人が話しておら 珠は．人間の実生活にはない。それは僕の深く確認

けに出て来ることもあった。ある時も彼女だけと息 れた。 しているところだ」などとリヒテルがいう。やっき

ったのか弾いていたまま，上半身9ヽダカで現われ， 彼はよくお客もする。古き．よきロシアのイソテ となって反論する人がいると，「小鳥とちがって人

「おおチルコ．ごめんなさい」と大恐縮の態—と リゲソチャの家庭の伝絞そのままに．ぶどう酒．夫 nnは音楽しないよ」などと笑っている。そのうちに
いう風なこともあった。 人お手製のサラダ，チーズにパンだけで，7, 8人 また音楽になったり，誰かの映した8ミリが披露さ

時間のある時，彼は歩くのが好きだ。静かな古び のいつも宮んで会う噂ぼ庭の友”とでもいうべき方 れたりして，120!;近くにロシア人の＂お茶”になっ

たモスクワの街を， iii外近く迫る白樺の林や．ジャ ベを集めて，または外頂の音楽家を主賓に，夜のバ て（合所などで）お1)1]きとなる。

スミソのかおる）II辺を何時間も。冬は．キシキシと ーティーが開かれる。そういう時，その'i'.iのドルリ 彼のfJi突会—モスクワで年に 5, 6回から10回

告を踏み固めながら。そして外国でもそれは変らな アク先生のクラスを．「今までの巾で一番よいクラ は行なわれる一＿は．私遠にとってお祭りだ。だか

い。 （彼は 1月にイタリア. 3月にフランスという ス」と気に入って下さっていた了供のないお二人は． らよく ．メーデーの＇訊夜などに糾まれている。彼の

凧なスケジュールの11,'i,帰国せずに，そのまま外国 よく私遠も/{lいて下さるのだった。夜食がすむと． ーり］の燕駄．虚節• Iぷ低をはざとった神のごとき

で荘らす。ある年などは 1年のうち 9カ月も外国荘 西欧からのお土産のジャズのレコードがひとしきり 透明な柑浚．そして時に．恕1絃のように人に肉追す

しだった。） かけられ．大きなリヒテルが年長者から次々にダン る音楽をきいて，人々は自分にとって音楽とは何

彼が伴奏を弾いたのは．声楽家ではドルリアク夫 スのお相手をつとめられたりする。また最新盤のマ か．そして＂生”とは一と思いに沈み ．また涵論

人の他には，フィッシャー＝ディスカウだけだが， リア ・カラスをきくこともある。それからリヒテル する。ロシア人にとってこの忙しい現代ですらも芸

ソナクや，ビアノ ・クィンテッ Fや，オーケストラ がビアノにむかう。彼が古いチャールストンを弾い 術なしの人生はあり得ないのだから。

との協油をとても好んでいて，気に入った人を見つ たのが忘れられない。「どうして今はこういうのを 彼が郊外散歩などに拶中になって，自分の浙奏会

けるとよく一緒にやる。人の才能にも敏感に輿味を 踊らないのかな」としきりにいう。彼に木付節を弾 に叫戸遅刻するというおかしな話—それは本当．
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5年に一度は起る一はその付録である。 たがって他人に愛想が悪く，ジャーナリズムにサー

リヒテルの性格や生活について何か｀＇凪変り”を ビスせず，権力にこびないというのがそういう人々

強況するとり上げ方が日本でははやっているが，芸 の共通性として語られて来た。

術家が，芸一筋に生き，精力や神経を無駄1こiri耗さ リヒテルからはまず第一に大きな人問，版かい人

せまいと生活することが，また好きな趣林と，気の 柄の紳士という印象を受ける。自分を守るために

合った少数の友人を自分で選んで静かに荘すという ＂名人気れ式生括”を採っているのだとどうも私は

ことが，そんなに不，思議な程，現在，浪奏家気竹も 思えるのである。風邪を引きやすく，そうすると血

ビジネスライクになり，とl祁もあわただしくなり， 圧が上って，` ベッド入り”となる彼は，必さには強

日本人の芸術家に対する考え方も俗化したのだろう い。口本の9月と10月，心ゆくまでの彼の演突を，

か。日本には｀｀名人かたぎ” というT鋲があり，名 そしてこのコーガイ日本から，いくつかの心を拇つ

人といわれる人々がいた。芸のためには一1面で，し ものも彼によって発見されんことを祈りたい。

溢
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納人先 1970年ii~
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鈴庇 ． 欠 W 仄邸

函館市民会館
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東京 . F 氏邸
沖蠅 ・那覇，Ii公会党
神,,・クラプリュカカルトン(21
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NHK放送センクー(2)
N HK 大阪， I • 央放；；；屈
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エンジェルレコードが贈る

リヒテルの名演盤

シューペルト

「さすらい人」幻想曲
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イクリアのリヒテル／シューマン・ピアノ名羹集
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リヒテル来日記念出版 -'
巨 I•印のす べてを 1噂染愛if家に紹介する 1山1期的出版

•I、.."'(. , .. "',', " ..'—+ q -,<  r,  ,, <I¥ I ..' 
幻のピアニスト c.., ヤ,,I. 凹'"り1雄，X

リ ヒテル スヴャ トスラフ
Y 700 〒70 リ ヒテル

ふ 9沿'c, L, ,.,、,＋の+- V 550 〒so
,,,,,., ,,  ― o・: 紅溢・.~... 二` 匹 9・ふ多...,. か，, , +で` ＇`ヒ

,,'',. のプU コ 7 テルのかん"んな生距と｀直々
‘―,_, の息い出Uカ・ 泊勁J;よび人柄を伝える．

（小"光，・,,o ,..._レコード~"-

聞しヽた。 :-.;:;:i~i:::: 言，~i喜王い〗オエデ':
憶されるてしょう 。 (!~H f 古男 ・"'

カール・ ペーム
て

~ 1~· 況·~·し吃",~i温
囚か,,. . •- '6008蓄

朝日出版社

来た。

弾いた。

この感動は永遠に

あなたの胸に宿る

てしょう。



1969年，マソトンにて
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怠けるほどリヒ テルさんに好かれる話

昆田亨

リヒテルさんも遂に「幻の巨匠」ではなく ，「現 の写真を主に服っている者ですが，この時は地中海

実の巨匠」になりました。ほんとに姐しいことで に臨む，いわゆるコートダジュールの一屈凧光明

す。 1料ちに待ってやっと……そしてこの丑場の仕方 1¥'1なマントソ市で行われる野外大音楽祭を版材する

がまた随分と凝っています。新間に“モスクワ発” べく行っていました。

として，「リヒテル氏は 10日当地を出発した」と出 この音楽祭は山絣ある大寺院の中庭で，ほぽ8月

ましたが， 10日というのが，9月のではない，8月の いっばい1れ夜のごとく行われるクラシックの音楽祭

10日なのですから大変です。今じゃモスクワ ・羽田 です。見おろす地中海の右手には，モナコ，モンテ

間なんか，ほんの十数時1111です。それを飛行機鎌い カルロ。左手には，すぐにイクリア領サソ・ンモの

のリヒテルさんは，シペリア鉄辺経山で約11,月も イルミネーシ uンが，夜空と海の境のあたりで明滅

かかって来日されるというのですから，話が明治大 する，まさに，この世のものとも息えぬ冗悦の中で

正時代に戻ったみたいです。それだけに遠IXはるば 行われる浪突会です。もちろん，I」1涸する音楽家は

るやって来て下さった，というしみじみとした応じ 一流揃いでしたが，リヒテルさんは一際師いている

があって始しいです。私は去年今年と，フランス各 見であったことには速いありません。それに，日本

地での浪奏会で四度お会いしてますから余計よくい

らっしゃいました，と息わずにはいられません。最

初にお会いして，祝手の時，その大きな大きな手に

梵いたのは．マソトソ音楽祭の時です。柔らかくて

堅くて柔らかいような，往て経験した事のない応触

の掌に包み込まれ，びっくりしました。私は報誼系

人の私にとって，息いがけぬもう一つの感激は 出浪

ビアニストの仝日が，自ら選んで， 日本のヤマ9 ピヽ

アノを弾いた，という事でした。さて， リヒテル浪

奏会の前日，リハーサルのため会湯にくる同氏を待

ち受けていたのです。例外ではなく，この時も，リ

ヒテルさんはどこのホテルのどの部屋にいるか， と

ツールの綽密に使った納駐で アルルの会場にて (1!170年）

いうことを明らかにしていませんので，どの道をど ら，これはかなりの「水平腐」と言えましょう。 を撮れるのか？ 彼は何かのミステークで，会JI,)に

う現れるか，それだけでも煎味あることでした。そ だから， 今日のr;;~会でも，皆さんは「兌各永中」 来ていないのではないか，と思ったこともある

れに有名な写真鎌い。機鎌を担じたらその夜の会も のビアノを御度になっているわけです。とにかく， などということだったそうです。そこで， あるII本

流れてしまう，と土jjl;者におどかされていましたか とても純な心の人です。時には，「少年」の感じすら の人が「日本のサムライは，達人ほど， •Iii ったか斬

ら，私はものかげにかくれて巌iii島の小次郎のごと しました。有名な写兵鎌いも，鎌いというよりは写 らないか分らないようにして斬る Iと話 したとこ

き心理で待っていました． ところが，会場に通じる されるのが恥ずかしいからのようです。こういうこ ろ，感心されたそうですが，こんな訊，外l>Iの人に

路地から，ゴム翔屈訟ボンに1・シャツ，という風 とがありました。昨夏写したリヒテルさんの写真 は，半分くらいしか分らない話に違いあり'1:al/v0

態の屈強な追tliが現れた，と思ったら，この人物が を，今年ツールであげた時，その場ではあっさり しかしこれで，日本からはるばる'1i音の./.!」1/liでか

壇J:のピアノを，突然勢いよく弾き出すので，この 「メルシ」と=われただけでした。内心私は，少し い装凶をかついで行った苫労も，絶!/4'1ャソスが

果し合いは，こちらの完仝な立ち介いれけとなりま もの足らなさを覚えました。ところが，私が部屈を あったにも拘らず，リヒテルさんのクしI!,を侵先にり

した。この時は，ほんの 3,4分指ならしのように ，l¥ると，待ち薫ねたようにそのアルバムに飛びつ えて，何炭もそれを見送った，あの ：：iヽ'r.たしさも，

弾いただけでしたが，沈lfltの専門家が甘うには，そ き，一枚一枚声をあげて見て，大変な喜びようだっ すべて紺散してしまいました。でも，象，',/,.)私が11.'fl'

れだけの中に，あらゆる音色とク ッチが含まれてい

て恐ろしくなった，というのですから恐ろしい話で
．．． 

す。また，梵いたことには，大きな水準器を常に持

っている，ということです。音のテストは 3,4分

で終ったのに，水平の検究には， 20分もかけま し

た。このあと，アンティープでも．今夏のツール，

アルル会場でも，厳煎な水平検査がありましたか

た， とあとで同席していた人が話してくれました。

私の前では，照れくさかったに述いありません。こ

のあと．音楽祭の主催者やマネージャーのおばさん

方と，私の写真のことが話穎になったようです。 そ

れは，「撮彩」というときまって音をたてたり． フ

ラッシュを光らすから困るのに．日本のカメラマン

は． なにゆえ者もなく．姿もなく，このような写真

を怠けるほど， リヒテルさんには好かれ -::,"'たか

ら，困った話です。それにしてもリヒ /Jしさん 1

日本には，勤勉過ぎるカメラマ ソが， •i ソ )J のご，＇

くいますから．どうぞII及を立てないCI , ヽぃ I

（＇り <I'ふ')
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師ネイガウスの見たリヒ テル

園部四郎

まずゲンリッヒ ・ネイガウス (1888-1964)につ ている。そしてこのような油奏の反対は，たとえば

いてごく簡1¥1に紹介しておこう。かれの西親はとも リヒテルであると指摘してつぎのように行いている

にビアノの先生をしていた。かれはまた有名なビア —。

ニストのフェリックス ・プルメソフェルド (1餃迅～ ＂かれはどんなものでも一~ピアノ曲だろうと，

1931, ホロヴィツの先生）のおいに当り，ポーラン オペラや交笞曲でもかまわない—初見で， 即座に，

ドの作曲家シマノフスキ (1882-1937)のいとこで 内容を表出するという邸味でも，テクニックの完揺

あるというふうに音楽とIii係の深い家庭で打った。 さという在味でも（この楊合つねにひとつである）

ネイガウスは1919年にキエフ音楽院教授になり， ほとんど完全に表現する”。

1922年からはモスクワ音楽枕教授になった。そして さらに＂音楽家が伶大であればあるほど ，形集の

1937年シ ョパン ・コンクールで第 1位になったヤコ 勉強ということは少なくなり，無邸味になる。リヒ

フ・ザーク (1913- )をはじめエミール ・ギレリ テルのような場合にはほとんどゼロになり一ー「仕

ス (1916- )といった名ピアニストを育てた。 布」全体が実際には作品を「習得している」ことに

1958年に＂教行家の手記”として＂ビアパ磁奏芸術 なる。しかし，ここでこそ作大な芸術家たちの生狂

について”という名著を出版した。この本のなかで のなかで「創造の苫しみ」の名で知られる巨大な什

はとくにリヒテルについていろいろ述ぺているので 市，深められた， t；り熱的な仕事も開始されるのだ。
そのなかのいくつかを紹介してみよう。 eJ, レーベルが悪魔の顧を40回も~fいたのも，天才だ

ネイガウスは音楽作品の芸術的形象について述 ったからであり，天分がなかったからではない。”

ベ，本格的な勉強を積んでいない未熟なピアニス ト とも述べている。

では明確な思考ではなくて1tしい息名の断片，強い 以上の打菜からリヒテルが音楽作品の内容をいか

感情ではなくて力のない筋肉の収縮詩的請形象で に的確につかみ，いかにむかに表現する能力をもっ

もつすぐれた才能についてネイガウスはつぎのよう

に述べている一ー。

＂すべての曲が—それが巨大なスケールの曲で

あっても―リヒテルの前には，空を飛ぷワシの目

から，つまり菩通でない酉さから，しかも信じがた

ぃnn餃さで，即座9こ固体を，すべての細部にわたっ
て見わたす広大な凪娯としてh¥'iたわっているのだ。

このように仝体をつかみ，布機的であること，この

ような音楽芸術的視野を私の知るピアニストのなか

ではだれにも出くわさなかったということを断!Iiiと

していわなければならない。"

ギレリスもそうだが， リヒテルがネイガウスに学

んだときにはすでにビアニストとしてステージに立

てる；；；力を偏えていた。そこでネイガ＇クスはかれに

どんな授業をしたのか？そのことを少し見てみよ

つ。

＂私はリヒ テルの授渫では「友好的な中立」政策

（だが，けっして汁i極的ではない）をとっていた。

かれは若いときから自分の頭のなかで音楽をこねあ

はなくて散文的な荏形象の残りかすが生じると~:ャ、 天才であるかを知ることができる。なおリヒテルの わせていたほど，りッばな音交の理月名をしめし，し

かも絶妙な天性のピアニズムをもっていたので．学 る個所が反復された。私は前のエビソードと関連さ

者に教えるのはだめにするだけだという惇にしたが せて余りドラマチックでないと思われたひとつのエ

わなければならなかった。たしかに私はかれの進歩 ピソードについて質Jillし，それをかれに弾いてみせ

に少しは力をかしたが，なによりもかれに力をかし た一それだけである”。

たのは音楽そのものであり，かれはこれに熱中し， 一方，女生徒については討論し，訂正し，弾いて

梢熱をかけていた。それでも私は，かれのイニシア みせたり，賠示したり，反復させたりして3時間以

ティヴでモスクワ音楽院に音楽学晋サークルが作ら 上かかったと困いている。

れたことを指摘しておこう。これは99回の机会を開

いた。ただ戦争のために中絶したが，サークル活動 さて，リヒテルのr；；奏会活動について述べた部分
には音楽院の低秀な学生たちが参加した。これこそ を引用してみよう。...... 
は私があれほど拶見，話している音楽することであ ＂われわれもまた少しは「魂 の技師」 （作家につ

る……。 いて述べたゴーリキーの言爽）である。ソ連の優秀

なお，リストの口短湖ソナクをはじめにリヒテル なビアニストたちがこの名誉ある義務を果している

が弾き，つぎにみごとなビアニストとしての索質や， のを私は深い油足感をもって見まもっている。とく

音楽性をもっているが，ごく普通の芸術家としての にリヒテルに注目しよう。リヒテルはソヴィエト ・

天分をもつ女生乱の例をl'fいている―。 ロシアと西欧の古典的音楽を広く宜伝するだけでな

.. リヒテルはすでにソナクをりっばに知っていた ＜，ソ述の各都市でバッハの「平均律ピアノ曲楳」

ので，斉文の点でも，テク ニックの点でもみごとに の全1111をなんどもr;i奏した。かれはシューペルトの

浪奏した。私はもちろんかれが弾きおわるまで一殿 なぜゆえか忘れられているすばらしいソナクとウエ

も中断させなかった。そのあとの討論は30-40分と ーバーの数個のソナタを文字どおり生きかえらせた

はかからなかった。いくつかの小さな助言をし，あ し，リスト，シューマソ，ベートーヴェソのまれに

J
 

囁
マントンの会出にて (1969年）

しかプログラムにあらわれない作品をたくさん弾い

た―h呻にいえば，かれはl'I分の拙奏訊動によっ

て広範な聡衆に溢足をあたえるだけでなく，聴衆の

芸術的教簑と音楽的視野をひろげ．かつ苅めなが

ら，かれらに新しい地平線をひらき．あまり知られ

ない傑出した作品を紹介している".

以上によってネイガウスが弟了のリヒテルをあらゆ

る面でいかに科く評価しているかは附らかであろ

う。さいごにリヒテルの手が人なみはずれて大き

＜．したがって柔軟さと l'lrl1な油奏に恵れている

ことを証明する宕うどを紹介しておわることにする

"かれは12疫をI'!巾にとり， 5木の指でl!il座にこ

のような和音 (;~ I ) または (;~2) のような指の

ひろがりをとらえることができる”。

（岱I)り口（岱2)屈 I
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1969年．マントン音楽祭にて

ミラノ ・スカラ座でリヒテルの演奏を聞いて

園田森弘

もう今から5, 6年まえ，フィレソツェの葎炎会

のため，夜行列市でミラノに❖Jl!Oil潤i苅いたことが

あった。昼過ぎのフィレソツェ行きの汽~·まで時間

つぶしに朝食を町中でとろうと，スカラ座の前に砕

り立って，ふと眺めると，通りを屈て， "1やらリヒ

テルと閤めるプラカードがHについた。確かめにそ

ばに寄って仰天，ピアニスト，リヒテル，指揮者，

チェリビダーチュ，,11,日，プラームス第2ビアノ協

突1ll1,今夜スカラ庶とある。さて， 切符は元り ~J

れ，どうしたものか。もしかしたら,,,ヽ ーサルをや

っているかも知れないと息って楽5!から入ったとこ

ろ，控え室の廊―卜でイクリアの若い指揮者に囲まれ

て談笑するチェリビダーチェにばったり出会った。

再会を喜び，この仝くの奇遇を詰したところ，リヒ

テルを聴いていないなら今夜はぜひ聴け，り）符1ょm
慈しようという。フィレソツ ェの祇奏会錬四はまだ

明n午後からなので，!,'速予定を変更することにし

た。

さて，夜になるとスカラ陀の前は煙，，と1リ1りに！！！！

らされ，ロシアの伝説的ビアニストと，イクリアで

は神格化されている指揮者とのコンピによる浙",;,':

を聴こうとして紋々としてつめかける正装した紳士

淑女で，ごったがえLの1嵌やかさであった。 1,,奏会
楊はもち論のこ と，このT栽・遇の機会に対する期

位に竹は既に~1!1 し たおももらて，，杞笑している。や

がてリヒテルとつづいてチェリピダーチりが奴Ji,)す

るや，柏手はもう 1,;i½:::O 象冬(り）ごとさ騒々 L さとな

った。

柑淡はビアノとオーケストラがi叩然一・1,1;に滋Illし

た文に見市な感動的なものであり，リヒ rルの/J必

は区外と抑制的で，第 1楽誼はまことにロマン的，

時1斤はむしろ女竹(I'・!ですらあって．プラームスの変

ロ長ぶ協奏tlhの，陪い陰うつな冬のドイツから突然

''面1(1;, り1 るい,~,光に滋ちたイクリアにやってき

た，新!l'な閤きをよみ返らせるように応銘深いもの

であった。

リヒテルの点絶した技巧1ま随所にうかがえたが，

特に聴衆をB」日させ息をのませたのは，第 2~T,1 コ

ーダのピアノの追込みであった。

それはまるで鉄腕による圧倒的な経9きであり，巨

大な機M団の幼進を見るように，もりもりとすさま

じ9追力で弾かれた。私はこの瞬間のリヒテルを1炉

っていたのではないか，と自Jill自答しながら，ちら

と頭をかすめた批判，それがプラームスであるより

もプロコィエフであったら，という知立など瞬時に

祁iしとばされ，その効果に打ちのめされた。

彼の打鍵は頑強のみならずJI常にデリケートであ

る。それは巨人の持つ特打のねばりとこくのあるも

ので，淡白な繊細，細密な表現をデリケートと感じ

る東洋的感性とはややi・,rrといえるかも知れない。
第3楽京の息の長い周到な表現をききながら．それ

は切実に忠われた。第4楽；ドはまさに天馬空を駆け

る軽やかさであり，象冬って含mした聴珠の期符にこ
たえて憔；社作に終楽ぷをク・カッポするという~(さく

な態度に，私はリヒテルをJ比いた，という祐足1ぶに

ひたりながら烈烈な拍手を送った。

ワルシャワでの リヒ テル

中村紘子

私がリヒテルの,Ji炎をワルシャ ＇Iで聴いたのは．

もうかれこれ5年半ほど前のことになります。ボー

ランド人の友人から，リヒテルのリサイタルがフィ

ル9ヽモニアであるそうだ，と1111いたn、}にはすでに切

符は売切れだったのですが．当日券がステージの上

の補助席だったので．かえって目の当りに彼の浪突

ぶりをじっくりと誂められる得難い結果となりまし

た。なにしろ，彼からほんの2メートルほどしか雌

れていない，最前列のq,央だったのですから。

その夜は本当に寒い夜でした。超油且のホールの

巾ですら．ぞくっとするようなすきま風が時析足を

なめていきました。そのせいもあったでしょうが，

やがて．定亥11を数分遅れてステージに現われた彼

の．この也のものとは息われぬほど在ざめた表t/1を

見たとき，私はまるで死神の冷たい手で背筋をなで

られたような恐怖を！ぶじて身霞いしてしまったので

す。今にも彼が倒れてしまうのではないかという不

安で息わず隣の友人に．「これが彼の最後の拙奏に

なるのではないかしら。」と品密してささやいたの

ですが．もう 41"Iも彼を1他いたことのあるその人

に．「いつもこんなです。」とあっさり言われ．何と

なくがっかりしたものです。

その夜は．テンペストや作品 JJOを含むペートーヴ

ェンのソナク・プPでした。でも．実をごうと，ぁ

咤りllil近かに彼を1;,き，その魔術の一芥ー動を眺め

てしまったので．かえって呆然としてしまい，冷静

で客観的なfll#Iなどというものが残っていないので

す。つまり私は彼の，「Ii¥神と肉体のコソセントレ

ーショソ」の炭はずれたすごさに．左仝に麻痺して

しまったのです。あれほど森い船中力と音楽におけ

41 



リヒテルとギレリス

種田直之

ヨーロッパで， ピアニストや批評家が集って，誰

が現在世界でもっともすぐれたピアニストであるか

を議論すると，必ずあげられるのが老大家を別とす

ればリヒテルとギレリスの名である。 ドイツあたり

ではそのほかにペネデッティ＝ミケランジェリもぶ

る完全なコントロールを私は現在に至るまで見たこ T,I, クラスの一人として評価されているように息う フィ ッシャー＝ディスカウとの1伽油

とがありません。それは，私がそれまでl!/iいた数べ が，これは領向が仝く異るのでむしろ汲論の対！！（！と ( 1969年マソト ン行楽~·こて）

の大芸術＊たらを通しておぼる気ながら抱いていた はならず，やはりもっとも議溢沸脇するのはリヒテ これは彼自身花干不岱りIIなのか，または少年時代に

人1111の能）Jというものの概念をすっかり改めさせ ルとギレリスの比較泊である。 この人のどちらが上 l:U追ったやり方を廿ったためか，あるいはその両方

る，桁迩いのものでした。いうなればそれはー1illの か，あるいはどちらがVtいか，ということから始ま で，とに角その欠点を克JIilするのに煤常な努）］を払

念力みたいなもので，それをも って彼がピアノの前 るが，その結論が出る筈はなく，結局は自分はどち っている。その点リヒテルの楊合はむしろ自分の特

に坐るだけで，たとえ指一本触れなくても若の方が らが好きかというところにitち沿く。 長を生かしながら応滋的．白発的に開拓した技術で

楽器の内邪からclき出されてくるのではないか，と この二人に共通な特長として私がいつも烹戌して あり，したがってやや一方的ではあるがそれなりに

いう錯伐に惑わされたほどでした．手や体の動き いるのは，楽譜に対する忠実さ，言い換えれば作曲 完全で欠点がない。私の想像では子供の時に規則的

や，時すらもひたと停止してしまったような熱い静 家と作品に対する口摯な態度である。例えばどんな なレッス‘ノを受けず旧式の悪いメトードを翌わなか

寂。そこに私が見たものは，浪奏芸術には必ずつき こまかな強弱記号も，速度を変える指示も忠実に再 ったことが今の彼にとって大へんなプラスになって

まとう肉体運動というものから完全に超越し解放さ 現されている。このことはH本やヨーロッパにおけ いるのだと息う。

れたリヒテルという人の霊魂の変幻に他なりません る数多くのリヒテル論，ギレリス論のなかで案外言 次に性格についてはギレリスは中紺ということを

でした。あの，テ‘ノベスト終楽詣の冒頭における心 及されていない。 相当に心得た人で，それに加えて最近では一そう抒

の深間からたちのぽる霊気のゆらめきのような神秘 またこの人は油奏曲目が似ていること，浪突の力 情性を加え，浪奏は角のとれた.n饒な音楽となっ
な音色や， 101のl楽京のレジェロの朝謎の,r-,から 強さ，強弱の幅の広さなど多くの共通点を持ってい ている。それに反してリヒテルは感t~の動静が激し

泣す一条の光のような滲んだ美しさ......それらが生 る。 ＜，従って楽沿への忠文炭という点では既に述べた

身の人間の肉体を通して生れてくるとは信じ難いも これらの多くの共通点にも拘らずこの2人の浪癸 通りギレリス同様ほとんど完仝であるにも拘らず，

のでした。 は非常に煤っている。この及は彼等の持つ浪奏技術 そのti.奏は結果として主観的で鋭角的な印象を与え

しかし，帰り道，それほど神がかりのような彼も， の違い，と同時に性格の追いから来ていると私は考 る。しかしながら，それらに加えてリヒテルの蔽奏

時にはひどく乱れることがある，と友人がiiiるのを えている。 を決定的なものとしているのはその靡術的な魅力で

間き，私は，「彼もまた人間だったのだ。」という，な まず専門家の立場から樹者の泊柊技術について言 あるといえよう。彼の浪奏を屹くと，その強烈さに

にかホッとした気持になりました。超人Peltこからこ うと，ギレリスは幅の広い基廷的技栢を身につけて 私などは完全に巻き込まれ，それから抜け出すのに

そ，人問らしさがあるのだという妍しさを感じて。 いながらも館にある種のざこちなさがつきまとう。 何Bも，何週間もかかってしまう。
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リヒ テル印象記

—演奏家として見たリヒテル―

山崎孝

ウイーンで聴いたリヒ テル

内田藤雄

1964年以来， リヒテルを8回， llllち，独奏会を 5 であった。こうした完堕なテクニックの上に飛翔す 私がウイーンでリヒテルを聴いたのは古い話で，

回‘協奏曲を2回，フィッシャー＝ディスカウの11泰 るファンクジーが例えようもない鋭さをもって私の 1962年6月1日の晩のことであった。Iii年5月下旬

を一回，聴いた。彼の色々な面に接した訳である。 胸を打ったのである。平均中ハ長調前奏曲を例に阪 から約1カ月，ウイーンでは秤交祭が行われるが，

およそIO年前，私の芸大在学中，リヒテルの「熱猜」 ると，2分音符，複付点4分音符，16分音符の各々の この年はウイーソの音楽友の会の 150周年のお祝い

のレコードが日本での初登場で大変な評判を呼んだ ひびきを，楽譜がそのまま目の前に現われる様に引4 の年でもあったせいか， リヒテルの油奏会の前後に

ものだが，バックハウス教授に栢倒していた私にと きわける，その厳しい「知性」を裏付けとして，登 バックハウスが3101も出油しているし，その他オイ

っては，「熱情」を通じてのリヒテルは全く不可月召 かな「感性」， llllちハーモニーが移り変る粽の微妙 ストラフ，ロストロボーヴィ チ，フィ ッシャー＝デ

なビアニストであった。 1963年， ドイツに留学して とも絶妙ともいえるテンポ，音色の揺れ工合，この ィスカウ，シュワルッコ ップ， ニヤク ・マガロフ等．

から 1年経って，ザルップルクのフェストでリヒテ 知性と感性の見専な鮎合がリヒテルの一大特色であ 良い(Ji奏家の音楽仝が¥,んでいた。カラヤンもウイ

ルのデビューのニ ュースをPllいた時にも別段典林も ろう。 一‘ノ ・フィルでIJ訊'(のrJi突会を指揮している他， ペ

湧かなかったが，友達がわざわざ入場券を入手して リヒテルの音楽性の体大さを示すものとして，今 ルリソ ・フィルを指押し，文たオペラでも大いに新

くれたので同行した。シューベルト ・アーペソト 年7月30日ザルップルクでのフィッシャー＝ディス 『盈していたし，われわれにとっても夜の忙しい lヵ

で，レコードとは全く違う彼の浪奏を1訳動地の想 カウの独閉会，プラームス「美しきマゲP ーネ」が上 月であった。

いで一心に聴き込んだ。同じ頃，マーツェル指揮で げられる。伴奏者としての立場を守りながらも，,, さてリヒテルのその晩のフ＇いは， ,iii'!'がシューマ

プラームスの第2協奏,111を弾いた時は，改めて彼の リトンが歌っているのかピアノが詞を朗誦している ンの 21111,llllちSonaleg-mol I op.22と，Faschings-

偉大さに圧倒されてしまった。以後，彼の浪奏会中， のか肝らない程の一体性を見せた。痰じい拍手困采 schwank aus Wien op. 26で，これはシ～ーマン

リストのソナタが紫,,.,しさの箪頭にあげられる。 が，チクルスものにはアソコールをしない通例を破

彼の浪奏の,;,越性の因は，まず，リズムの良さに つて5曲も礼奏せざるを得なかった程であった。 n

ある。ペート ーヴェンのソナク op.31-3第2楽姦 本での演奏曲目で，ペートーヴェンのディ アペ リ唆：

中，16分音符の走句に32分音符，い分音符があのよ 奏曲が彼の芸紺家としての特1!を最も発揮させるも

うに正しくしかもバランス良く入る派奏は皆無であ のであろう 。 あの短い主題からHi •々な可能性を極限

ろう。 ソナク op.101の終楽窪のフーガ主題の休止 にまで引さ出したベートーヴェソをjlf現する人とし

符やトリルのリズム感の良い収まり方，杓了一定規な て，現在リヒテル以上に相応しい人は11:ないし，そ

躯じが全くなく実に,1,々とr妬だされるのである。次 の瞬間が）1--常にi:,ち遠しい．

に，音のバランスの良さも'"oft熊比といえよう。そ

れもただ，旋祁砂11々 に弾き分けるだI)でなく，各

々が独立性を持ちながらも， 1il幾(l'JWI係を持ってJ世

えてくるのである。彼はバッハのフーガを好んで弥

いているが，変＊短調や嬰ハ短湖は類い稀な芙しさ

がウイ ーソ評楽友0)会の名怜会llだったという こと

と関係があるのかも しれない。 後l-IJ:, Chopin: 

Polonaise-Fantasic As-Dur op. 61, Debussy: 

Esla1111>es 3 1ll1, A. K. Skriabin: Sonate Nr. 5 

op. 5:Jの3,11, である。 リヒテルの名前はすでに)II:界

にと どろいていたが，西欧にかJ）しはじめてからは

割介に平い時期であったのではないかと思う。とも

かくウイーソでは初刹であったと息われ，件が，ど

んな人物が現われるのか強い好奇心でfliちうけてい

たのであるが，ちょっと訂を!iiiにかしげ，無造作と

いうか無愛想というかスクスクとピアノに向って歩

み寄ったリヒテルの姿は強く印象に残っている。案

人の私にリヒテルのビアノを論ずるl'I格はないが，
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ニュ ーヨー クで聴いた リヒ テル

語井 汲

リヒテル印象記 一ーバリにて

岩本義哉

人変な）］強い吝で駐衆をいや応なしに緊張感の中に 1月22n,パリからニューヨークに沿いたばかり

引込んでいくようなピアノである。"'休みの約に店 の私は，さっそく入手した1可市の!Iiしもの紹介のパ

城Itに会ったら，「えらいピアニストが出たもんです ンフレットで， 2日後にリヒテルのリサイクルがあ

ね」と砿咬していた。 liii炎会の後で，ハウザー教授 ることを知った。とるものもとりあえず，セントラ

等とビールを飲みながら，；Iiした時もああいうピア ル・パーク束側にあるメトロポリクソ ・ミュージア

ニストはなかなかいないだろうというようなことか

ら．彼は2,000』Iのビアノ曲を頭にたたさ込んであ

り，いつどんな所でもこれが自由に弾けるそうだと

いう川話も出て．光子（当時まだ13淑だったが）が．

一体どんな頭をしているんでしょうと笠いていたこ

となどが息い出される。前にも.'!いたように．この

演奏会の前後にバックハウスの浪奏会があったの

で．その比餃論も出たし．ウイーソにはバックハウ

スを神様のように考えている連1』もいるのでバック

ハウスを支持する慈見もないではなかったが．私の

ような索人にはバックハウスの独特の持ち駄は別と

して．リヒテルの前では弱々しいように見えたこと

も息い出に残っている（もっともバックハウスは当

時すでに70のなかばに達した老ピアニストであった

ことも割引してみえなければならないであろうが）。

いずれにせよリヒテルというのはちょっと別格で．

まあ超人的なビアニストだというのが一般の印象だ

ったのではないかと息っている。

（元駐ドイッ．オーストリー大使）

ムのオーディトリウム ・オフィスにすっとんでいっ

た疇どうせキャソセル待ちしか手はないのだから，

あまり期待はしていなかったものの，実院窓口の女

性に両腕を広げて「とっくに売切れですよ」といわ

れた時にはさすがにがっくりきた。ところが，奥の

デスクの老婦人が，「さっきキャソセルがあったは

ずよ」と声をかけてくれて，結屈すごく良い席を入

手することができたのだが，私の不安はまだ汁iえよ

らなかった。何しろ相手は「幻」なのだから。

当日，マチネーでメトロボリクン・オベラの「ラ・

ボエーム」をみた後つかれた体にムチをくれて，

陳てつく夜気の巾をメトロボリクン ・ミュージアム

に出かけた。夜の!!(tll/Jに一段と魅力を削す博物館の

ギリシャ彫刻などのm,をぬって行くと，やがてすて
さなコソサートホールが現れる， という仕掛けなの

である。悦倖（ざょうこう）で入手したシートにす

わって，浪奏者の登場を祈るような気持で待つこと

しばし・ 。

スビヤトスラフ ・リヒテルは，それが癖なのか，

ややれをかしげ，人をくったような而持ちで，舞台

~ 
ツール音楽祭にて (1970年）

クがかったむしろ美しいといえる顧と手の皮1打を見

せ，しかも『i度の洗練を感じさせる物腰で私の予想

を見市に夷切った。だが，まことに特徴のあるおじ

ぎをして上げた顔は，9ヽッとするほど冷た<'f也人

行儀である．

この夜の曲「Iは全く異常なもので．シューマソの

「プ‘ノテ ・プレッター」作品99令141111と，ムソルグ

スキーの「／艮覧会の絵」だけなのである。前れは私

にとって初めてのものであったのみならず，多分ビ

アニストたちもあまり知らない珍しい曲だと息われ

るが，そのためか会場には染沿持参で好奇心まるだ

しの，専門家とおぽしき老紳」：もいた。だが珍しい

奥のカーテソのかげから，斜めに旋回する軌跡をた のはシューマソだけでなく，ムソルグスキーの，む

どって登場した。写真で知っていた限りで，私はあ しろポピュラーといえる「展度会の絵」ですらも，

さぐろくきめのあらい．いかつい巨人を想像してい 私の耳には初めてきく曲のように新鮮に愕いた。

たが，実物のリヒテルは色白の，やや紅潮l、てビン 内的燃焼のきわめてtr,ぃ．特異なリヒテルの演奏

形式については，今ここで私などがことさらに井く 10年程,iiiフラ｀ノス人の友達から 1枚のレコードを

までもなく，映画やレコードなどを通じて，況行の 1111かせられた.,,がある。それはソ述製のものでレコ

方がよほどよくご存じだと息うが，人IHIのものとは 一ドのレ ッテルをみただけでは何なのか品なのかも

息えないその？げ拍的技巧，想像を絶するコンセソト rirらず，ともかく凄いから1111いてみろとの1>で一船

レーシ• ソ，極炭にデリケートなビアニシモから， にベソシ uソで11りいてみた。 1111はムソルグスキーの

いかついコンサート ・グラソドがぷっこわれてしま 「11(覧会の絵」で，Ni女名がスビヤトスラフ・リヒテル

いそうな，それでいて完全にコソトロールされてい という・Jlだった。それまでほとんどリヒテルの.,,に

るフォルテシモまでの広大な音凪の輻，そして強大 ついて余りnnいてもいなかったしバリで祈奏会をllll
な燎発力。それはあくまでも現代的な一切のセソ いたぶでもなし仝<f•Jの先入感もなく IHI く事が出来 事をflりいたりして舞台に出てくるまでついあれこれ

チメンクリズムを排した冷厳なものである。だが， た。 lllfいている中にこれは複いと息った。レコード 想像してはどんな人が現われるかと息ったりした。

お得泣のシューマンの曲で，技術的には全く問題の を持って来た彼をみると口がすわってる様な頻をし 名手というものは実応の姿より大きくみえるのが

ないi暉なところでちらりと見せたほんのちっぼけ て1り1いている。これがリヒテルのlllfきぞめだった。 祁だが，リヒテルもやはり舞台の_I・_でn人の様に日
ないくつかのミスクッチが，リヒテルが神でも妖怪 それ以後段々とイクリアのミケラソジェリと同じ にI央った。静かに2度印を下げて11i々 とシューペル

でも幻でもない，やはりただの人間なのだというこ ように音楽学生の小でも一般の人の巾でもその名が 卜を突いてさっさと帰っていってしまった応じだっ

とを示して，まことにご愛敬であった。リヒテルの 話される様になった。そして 2-3年たって尖応に た。

人間ばなれした完堕主義のスクイルの中では，他の パリで浪奏会が開かれる迄いつでもピアニストの話 その後もいろいろf」、.,1/.的なことがいわれたり行わ

ピアニストならごまんとやってのけるこうした小さ が出ると色々な角度から批評されてl:t,1111きたいも れたりしているらしいがこの数イ1-1111いていないので

なきずすらも，目立ってしまうのである。 のだ．ということで政見は一致した。音楽学生の中 今阿の米IIは本‘りに楽しみだ。

私たち当夜の1他来はまことに幸運で， 4曲ものア での1/J•みは大さく分けて 2種類ある様だった。ひと バリを通りすごして I・ ゥールで/,ii炎会をやってそ

ソコールのおまけつき。香外にソビエトの現代音楽 つは完全に説得されてしまう形と，もうひとつ1よf谷 0)ためにパリから汽•1t·c 1111 さにゆく JIIJ梨が沢i.11 いた

にも接することができたわけだが，その2曲目で， にいう，さえてる狐突家と称するもので{!tiいしそ とか,l父1111りからいーソクだけで/Ji炎会をIJIIいてい

舞台に向って拍手をしながら感勁して押寄せる聴衆 れぞれ自分なりに納得したいので色々 りLlf.してみる るとか。その他いろいろ℃ ビソードがあるらしいが

の中で，ただ2人，それと熊関係に,iir列に立って話 のだがリヒテルのJI,)釘I炉沢：'l:O)J>mo,,,,1,,r吠 私はHく知らない。

り合っていたヒッビー ・スクイルの花1',-たもなじ きくはみだして．そびえ立つ1凶9収に感じている l叩1リヒテルの私的なフィルムが公l沿されたのを

ろりとにらんだ冷mなまなざしが， f•f同＿登ルしても のが丈必だったtkだ。 みた。リヒテルの日が仝＜澄んでいるのをみて本当

全く同じような無応動な冷たいM/1を少しもくずさ 私がはじめてリヒ rルをIHIいたのはそのレコード に，「なるほど」とうなずける．思いがした。ポッポ

ずおじぎをする彼の動きの中で．あの小さなミスク の後3叫','.たってからのことだったと息う。シューベ ッと揺っているリヒテルの言荻も尖述のともなって

ッチ同様，わずかにFl立った行為であり，私にはそ ルトの fl心具のソナクが強くrll'ilに残っている。イ いないものは全くない。本当に索,,tしいことだと忍
れがとても印象的であった。 クリアのミケラソジェリもそうだが，色々伝況的な った。

，
 
-
,
．
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リヒ テルとレコード

小石忠男

リヒテルとはまことにふしぎな魅力をもつ存在で であることを知らされたのである。またスクジオで たとえば新世界から出ている20枚近いソ述録音に

ある。彼が西欧とアメリカを訪れたのは1960年で． のリヒテルは，透服した知性と感貨の冴えを示すビ も．浙奏会の実況がかなりはいっている。デークの

それまで西側ではわずかなレコードを通じてしか知 アニストであることもわかる。おそらく，リヒテル 公表されているものはすくないが，ベートーヴュン

られていなかった。ところが，その時点でリヒテル はレコードのために浪奏するときは．撒底した完全 の《熱情》やオイストラフと共浙したフランク．プ

はもはやill:界屈指の大ビアニストとして評価されて 主義者となるにちがいない。エーゲルトの著笞によ ラームス．ショスクコ ーヴィチのヴァイオリン ・ソ

いたのである。じじつ私たちにしても今日までリヒ れば．彼はシューマソのくトッカーク＞を録音した ナクは，モスクワ音楽院大ホールで行われた演奏会

テルをレコ ードと映面でしか知っていない。 とき，きびしい白己枇判をもってそれを6回も弾き からとられている。贔後の曲は1969年5月． その前

それからJO年。リヒテルのレコ ードは数多く発売 なおしたという。 の2曲は68年12月の鈷音である。リヒテルの国外で

された。私たちのリヒテル儀は，これらのレコード ここで先を急いでレコ ードそのものを9がらねばな の録音はチェコ ・スプラフォソに入れたのが最初の

によってつく られてきたのである。 現在でも西!JIiiで るまい。リヒテルのレコ ードは外国原盤を扱ってい レコードであろう。 1950年代の中田にリヒテルはほ

は,flijJlilこリヒテルの浪奏会をきくことができない る日本の全レコード会社から出ている。レーペル名 じめてプラハの存に出柑iしたが．アンチェル＝チェ

ため．レコードのもつ役割は愁像以上に大きい。し でいうと，エンジェル,CBS・ソニー，コロムピア コ・フィルと共狐したチャイコフスキーの《ピアノ

たがって． リヒテルのレコードが彼のレバートリー （スプラフォ ン）， コンサート ・ホール・ソサエテ 協突血第1香）はこの頃の9紆音と息われる。つづい

の重要な部分をもれなく含んでいるのは西側の愛好 ィ． ドイツ ・グラモフォ‘ムフィリッブス．フォソ て1958年2月にプルガリアのt1都ソフィアで開かれ

家にとって．まことに幸いなことである。ところ クナ,RCA, 新世界 (MK, シャン ・ドゥ ・モン た演奏会からムソルグスキーの¢羽乞会の絵》ほか

が，実はリヒテルはレコードの録音を好まないとい ド）．ヴァンガードである。このような例はほかにオ がフィリップスで紹介され．西側でリヒテルの名声

われる。そのため．彼のレコードは浪奏会の実況録 イストラフしかない。その数はざっと60枚。曲種は を在めた。フィリップスは．このほかベートーヴェ

音がかなり多く．その結果として同じ曲のちがった 独秦曲がもっとも多く．協奏曲，室内楽，歌曲のf~ ンのくピアノ ・ソナク》 5曲と ショスクコーヴィチ

演奏が各社から出ている。ソ連の芸術家は西側のよ 奏に及ぶ。 lib 目はベ ッ 9ヽからシ• スクコーヴィチま の（前奏曲とフーガ》，コソドラシン＝ロンドン界と

うに専屈制度にしばられていないので．こうした現 でと，これも糾広い。 1950年代から昨年までの録音 共泊したリストの《ピアノ協奏曲》 2曲,1961年か

象は別1こふしぎではなく，リヒテルの場合もそのひ が全祁現役でカクログに祓っているのも珍らしいこ ら63年までかかってロストロボーヴィチと録音した

とつの例といえるだろう。 とだ。これらはスクジオ録音と実況鉢音に分けるこ ペート ーヴェソくチェロ ・ソナタ全曲》を発売して

しかし．そのことはめったに彼の浪突会をきけな とができるが．その録音の状態はまちまちで，数多 いる。

，，ヽ 私たちにと っては．非常に歓迎すべきことであ いレコードのなかの優劣の評価もむずかしい。とい 1959年， リヒテルはワルシャワで．ワルシャワ ・

る。こうした実況鎌音や阿,111汎盤によって．私たち うのは．リヒテルのようにスケールが大きく一回性 フィルと共浪してドイツ ・グラモフォンにモーツァ

はリヒテルが聴衆を前にした浪奏会では．多少のミ の強い多面的な演奏家にとっては．どれもが窪抹の ルト（第20番＞．プロコフィエフ《第5番＞．シュー

スなど気にしないでr.11加的に情熱を燃え上がらせ． ある演奏といえるからである。リヒテルのレコード マン，ラフマニノフ（第2香》などを録音した。彼

幻想の興を広げて限りなく飛翔するクイブの芸術家 は文字どおり，彼の芸紺沿動の記録となっている。 はモノラル時代にも同社に独泰,111を入れ， 1961年に

はP ンドソでプロコフィニフの《第8ソナタ》ほか テルはパリの左爽系のレコード会社シャソ ・ドゥ ・ トーヴェン（第 I)も録音している。

をi応した。さらに迎年にはカラヤン，ザンデルリ モソドにすぐれた浪奏を録音した。 いっぼう RCAと並ぷ CBSIt. ニューヨーク ・デ

ンク＝ウィーン唸とチャイコフスキー《第 1》．ベー 1960年，リヒテルはアメリカヘ渡り，10月15日， ビューとなった一連のカーネギーホール ・リサイク

トーヴェソ《第3》を録音している。同じ年に行わ シカゴ交愕楽団との共演でデビューしてセソセーシ ルを全部テープに収めた。それらは現在,CBS・ソ

れたイクリア楽旅の実況録音はグラモフォソとエン ．ンを巻き起こした。このときライソスドルフ＝シ ニーから7枚の LPで発売されている。浪奏会の全

ジェルが共同で録音し．それぞれが分担してレコー カゴ需と浪奏したプラームス（第2》は，あとで 部がアンコールまできける店重なシリーズである。

ドを作った。エンジェルは．ほかにスクジオ録音 RCAが9粁音している。 RCAは別にニューヨーク リヒテルのレコードは今世紀におけるピアノ音楽の

で．シューペルトくさすらい人幻乱！曲》．シューマソ のリサイクル実況とカーネギーホールの尖況を合わ 水準を示す記録であり．私たちの時代の浪伐芸術を

“瓜！曲）などを収めた 2枚の独促盤を出している。 せたレコードも作り．さらにニューヨークのスクジ ながく後lltに伝えてくれるにちがいない．

また1961年の西欧旅行では．パリのシャイヨ一宮殿 オでベートーヴェンのく熱1,1><葬送）を収鈷した。

の浪突会をヴァンガードできくことができる。リヒ この会社はのちにミ ュソシュ＝ボストソ唇とのベー

この実況盤こそ、リヒテルの演奏のドキュメントとしてこのうえなく貴重fこゞ ハ,,スゴールドスぶ

くカーネギー・ホールのリヒテル〉実況録音盤（全9枚）

VoLO (アンコール）ガヴか9トーシンデレう vo,' 

, ... " "ペー9ーヴェンのクペ'" から（プロコフィエフ） ＇＂ ＂ 
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ビアノ・ソナタ第3奮／第9書／第22奮 プレリュードニ長鱈（ラフマニノフ）

むしい鳥,_ら

so,c'"" ,,, .. 力,,,ュード＂＂胃（ラフマニノフ） マスルカlf,15纂 ~•I れの曲
,o,c ,_, "-"' 

Vo" 

'"' " "ペ_,ーヴェンのクペ'"
ベー 9ーヴヽ ン
ピアノソナタ第12番 r葬送」
ビアノソナタ第23書『熱情」

v,o' 
'"' " "ブ0コフィエフのタベ,,,
ピアノ，ソナタ第6蓄
田園風ソナチネ J1l.棗 忠与

"'. 
l 知 ，0 " ・9・兒"● 
‘’ ＇ ピアノ・ソナク;l¥50褐
ノヴェレッァ;flt畠"'・'畠 "''畠

9効 " "ブ0ユ7<エフM ・"'
ピアノ・ソナク,1¥8蓄

9劾 " "ドビ・っシーのクへ
ペルガマスク1●曲
映像第 1集喜びの島

'"" ,,..,、,.... 
V●'' 
'"'"" ’’’’ 
ピアノ・ソナク"''昌

前奏曲集

エチュート第1墨

" 映像かり巣ずれを過ぎる糧の畜
,;＂奏曲 ll¥l編から平原の風

幻想小曲鮎から ほか

幻想,,,,ヽ良IJII

スケルツ 9箱 4昌

＇，さ王女のためのバつァーヌ
水のたわしれ 面

CBS・ソニーレコード株式か1

46 " 



囮
未
子
の
口
風
珪
旧
↓
を

こ
ま
や
か
に
う
つ
す

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
自
慢
の

純
8
本
庭
園
で
す

〇ホテルニューオータニ
東京都千 代 田 区紀尾井町 4 ff 265-1111 

国電四谷・地下鉄四谷・赤坂見附下車 後歩6分

.. 

RCヽ＇レコー F 発売元 日本ピククー株 式年

■

ピ
ア
ノが
11
末
の
極
致
を
ぷ
す
リ
ヒ
T
ル

U“

心“

＜沿でか の一収と 1る いなざ 'J
こす"さ 'llli つめ．奏プな,~ るt介
とこ・:;,:t致を 1,葬曲ラい：応をテ 1を
のと必てテをと,,送の Iの代えル R
出にずらルぷった・性ムでとなが C
米なそれ のすて、卜の9見スはiたい不A
なるのる 1年もみ品さな の な JJ · 1~ カ•
いに感ば哨 のての カ・リ會くい乱視：l¥i, ：ビ
名ろ動かのでも序なズc;ti麻代の梵
匹う の り米あそさ 7ムの，'を の反・:,
で ゜ •'i で H るの使 ア とよう絶 ビ オそ
あい現あをこ曲かン燦うかつア でIt
るずをる前との,,, 然な °超ニ，， t・
"IL求°にi,I)たジと地 人ス る,,
1こめまし異硲造 l粍t,1 lfJ''I. 
してたて汲の ll ・く の なの い J
てこナ‘を演とリ ;rfi ll•I• , " 
もItマ我侠柊緊サのit りでビ ・＇
こらの々むで追イ''. /: •J ' ! 
のの1.の余あし夕 のへ しI.、'・"
4レ於 1111地りた 9レ災 1 つ,,.... 
11コに行が.J, 尖Lト I." f.・ 
は 1桜はなピ現況さ I T II,, 會
座ドしまいアカtt.ヴ '{ 

右にたす• I . ;¥-,i・ェ ,. 「lo,
にjfあま 行と.!!・;-;. I <tく(

t 欠をとす 楽Illこ."の 、」(l'J"'

町--- - - -RICf-0訳 RICKぼ RICHTER RIO ITER 
• •-1 

.. ~ b b f ]籟か，懇ー_,
、-・-← ●'.. -- ---

' 
■:s第フのス リ . • sミピピ ペ ■ : sラピ プ ・:s 
フ＋ラ：R 6マたケ < v• R ュ 1 クれ1纏こ： Rイ ラ 介こ： R ピピ ↑
りぶA .• ニわ 9レヒ 作と： Aンアア ト なま渇の： Aンァ ， レll' Aアア ，

；忙 ,•.:;t:ぇ1-i 2';_ノノ I 緊つのプ,lスノi、一コ,,:2 ~ イ↓
のっとフ：
＆のの1,;← /ii. 咋 ；指シ協て；が合？・;:: 協，.i: i ; 、ノソ エ
てついが： 815ガヴ番 イ

／ラ 4 ヌがが 7'' 奏 ンレを .e.1<1、:6 7 奏• ト,,,,を： ン

芦
• •1~• IIナ でもをJJlス：

吠： .,, ェ— ン レ確炉 ぷ 夕曲 只つのの 1ぶ屈 曲 . "'"": 
;、• の：5 ナナ. タク

鳩砕閑：とqi盃t I ;p;M ~: て、隣,. : 第 t閃%.:
をば： 一 卜勺サ ~'り"' f 22 l ?, るか広ぺ； ヵ2 !jで,,. 第第坦t-:今 ィ；・訂し ？番番 i謬ti番 ょさみ 12 23 

志もえい： コかの／ 夕 ,,,, て： ,. ,, ド生の: 'I'! -ぇ'"て:• 番番
鳥さる・：フの,,,,錢 -あil!: ,~ - ラt,7で：宋 ヽJ • で,,.

： 

．^^ 栄さ°さ； イ"''心ル 墓 げ 1.• 圏 マのあ： ,n 石 ぁヒ：
八もプす；エの曲谷 橋 てだ： g テ起る： f •. ; 葬熟
塁危r2応 月苫？ 氏；岱゚・ 氏の・送包



スピャトスラフ・リヒテル＝プログラi

編~!企画＝丹羽正明 ・野村光ー（五'"剛

装~ =,ff,良壮幻

写兵撮影＝昆田亨／提供＝雄思社（マントン，アルル ． ッール IT ·••

編集 ・レイアウト＝新芸術家協会 ,・,197

強烈な個四雄大なるスケール、リヒテルこそ真に偉大な芸術家だ
＼ーノつ来日記念槃ご案内c::-...ーノ.. - --- 言「

-● "● ......  ・■ 1・・・-・"-・・ , ...... -........ ・

Sス
Fピ
前シ Sス ピピ ピペ 5スu ソ―’

'; 奏: :,;;; ァ I [; ばフ:
1 曲, ;• . ノ ト ;•fl 鼠9 イ‘‘
ス コ
1ぅ と， 7

ス・，., , 曲 の

i? フヴ Sjii . I :;.iiア時
9 '/ウ・ l.,置 し

30 
り I.、 り・,筍 ナエ M'J. リ1

~~ ガ＋ 巴けはタンかヒぶEサ,,
;~ ; ル，ホ 選 べさ＂ ィヒ
しビ 作 レ"".集 ・-

-~ 
オア 品 でア鼻潤 ぅァス -

9ピ,,,タテ
に・ 87 L 'n• ,,_,., じ 第 L - • '"', 

ルル

,,、
"" 2 p 

他 ，

'¥  の
令へ 第

'・ '・ •? 集 '&~2g O'・-集
0 g g'  

〇 絶

● ,'tテルの米B記ふ虹をおiiい上げのJ;にカラーポー ト・レート を差し上げます． 世界の芸術の音： ：1-t~』•:,::U レコード発売元／日本フォノグラム株式会社

.. 
~1~ 

＄ス 9ピ

xャ躙ノ ア l
ilw; ノ ト 7 ト7. 品+ . I ~ 7コス

.'" ~~ 土り7, ト全 ア. ~ •: の ‘ノウ' '7呼 の'<, 協協
'~7 奏奏

30~ ・11 
,mナ エ ii';凜，. ;) r. ,, 曲曲
m,m● タン 面礼丘 サI 30 ~ ノヒ

””裏il! m!',32. イリ m 指テぇ＇ー・。 そ
テ日と第第

レビ Iと 集 ／ビのグ タヒ レロピ 2 I 
＊アiョ ，ァ12スLノ 心 ,' )レテ オンア 番番r -~n• 第 I. 7↓ ルト 心

•••• I P マ¥._2; a 第 .~ イ変
2・ ＇，集' /

” 
I 2・： 長ホ

0 i" '・2 集 o団 鯛長。・ 0 0 
O O 0 

詞

゜


